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北大阪商工会議所

今月の
表 紙

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

寄り添うデザインでビジネスを繋ぐ、
必殺「バイカイ」人

バイカイデザイン株式会社　代表取締役 佐原和行 氏

北大阪商工会議所
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください
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Nijiriguchiの躙り口

今月号の表紙は、2012年枚方で
独立開業したバイカイデザイン㈱
代表取締役　佐原和行 氏(45)。
クリエイターだ。バイカイデザイ
ンの “バイカイ” とは日本語の「媒
介」。クライアントが抱えるビジネ
スにまつわる想いや課題に、様々
な情報を整理しながら、デザイン
の力で実現・解決に近づける、そ
んな良き「媒介役」になりたいと
屋号に取り入れた。クライアント
はもちろん、商品やサービスが秘
めている魅力や伸びしろを制作
物によって適切に表現し、エンド
ユーザーに伝えることを目指して

「コミュニケーションの接点」をク
ライアントと共に考える。それが
バイカイデザインだ。

今回の「Nijiriguchi」は、そ
んな必殺「バイカイ」人こと佐原
氏と商工会議所の躙り口を探る。

（続きは本誌11頁）

令和３年９月１日　毎月１日発行　通巻606号
北大阪商工会議所　［枚方市・寝屋川市・交野市］
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Feature

令
和
３
年
２
月
、
当
所
か
ら
枚
方
市
長

へ
「
枚
方
市
駅
周
辺
の
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
と
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
向
け
た
商
工
会
議
所
の
役
割
」
と
題

し
て
提
言
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

数
年
後（
十
数
年
後
と
も
言
わ
れ
て
い
る
）に

予
定
さ
れ
て
い
る
枚
方
市
役
所
の
再
整
備
の

検
討
に
合
わ
せ
て
、
市
役
所
周
辺
の
再
開

発
を
一
体
に
検
討
す
べ
き
と
い
う
当
所
の
考

え
方
を
よ
り
具
体
的
に
提
案
す
べ
く
、
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
今
や
枚
方
市
駅
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
るT-SITE

を
始
め

駅
南
側
周
辺
開
発
の
一
翼
を
担
う
㈱
ソ
ウ
・

ツ
ー
と
協
力
し
て
提
案
書
を
作
成
す
る
に

至
っ
た
。
な
お
、
時
を
同
じ
く
令
和
３
年
２

月
に
公
開
さ
れ
た
、
枚
方
市
の
「
令
和
３
年

度
市
政
運
営
方
針
」
に
は
、「
魅
力
あ
る
都

市
基
盤
の
整
備
」
と
題
し
て
、
枚
方
市
駅
周

辺
再
整
備
が
重
点
項
目
と
し
て
記
さ
れ
て
い

る
。
今
回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
第
１
回
目
のThe 

N
orth

巻
頭
特
集
で
は
、
駅
前
ま
ち
づ
く
り

に
お
け
る
市
政
の
方
向
性
と
当
所
の
方
針
、

そ
し
て
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
切
り
口
に

枚
方
市
駅
前
再
整
備
に
ど
う
コ
ミ
ッ
ト
し
て

い
く
べ
き
か
整
理
し
た
い
。

市
政
運
営
方
針
と
は
？

そ
の
中
で
の
駅
前
再
開
発
の
位
置
づ
け

　

市
政
運
営
方
針
と
は
、
市
長
選
に
際
し
、

現
市
長
の
公
約
を
ベ
ー
ス
に
、
当
選
後
の
所

信
表
明
に
基
づ
き
、
そ
れ
ら
を
よ
り
具
体
的

に
明
文
化
さ
れ
た
も
の
で
、
当
該
市
に
お
い

て
は
、
最
重
要
課
題
、
ま
た
は
最
優
先
施
策

を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
身
は
文
字

通
り
、
市
の
マ
ツ
リ
ゴ
ト
を
動
か
し
て
い
く
羅

針
盤
と
し
て
の
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
我
々
地
域
経
済
を
担
う
商
工
会
議
所
と
し

て
は
、
各
市
の
こ
う
い
っ
た
羅
針
盤
を
横
目

に
常
に
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
地
域
経
済

循
環
・
外
資
獲
得
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
実
装
に

向
け
て
、
域
内
の
商
工
業
者
の
意
見
を
集
約

し
た
政
策
を
提
言
し
て
い
く
こ
と
が
一
つ
の

使
命
と
な
る
。

　
で
は
、
今
般
発
出
さ
れ
た
市
政
運
営
方
針

の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
そ
こ

に
は
重
点
的
に
取
り
組
む
次
の
８
つ
の
分
野

が
記
さ
れ
て
い
る
。

①
子
育
て
環
境
の
充
実

②
教
育
環
境
の
充
実

③
魅
力
あ
る
都
市
基
盤
の
整
備

④
産
業
・
観
光
の
活
性
化

⑤
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

⑥
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

⑦‌�

多
様
な
生
活
・
社
会
の
課
題
解
決
に
取
り

組
む
ま
ち
づ
く
り

⑧
行
財
政
改
革

　
こ
の
中
で
、
今
回
の
テ
ー
マ
の
駅
前
ま
ち

づ
く
り
、
つ
ま
り
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
に

関
す
る
セ
ン
テ
ン
ス
は
、「
③
魅
力
あ
る
都

市
基
盤
の
整
備
」、
ほ
ぼ
駅
前
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一

部
を
抜
粋
す
る
。

　
「
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
に
つ
い
て
は
、

市
全
体
の
活
性
化
や
交
流
人
口
の
増
加
、
賑

わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
り
、
人
口
減
少
社
会

の
中
で
も
持
続
可
能
な
枚
方
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
事
業
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
厳
し
い
社
会
情
勢
で

は
あ
り
ま
す
が
、
将
来
を
見
据
え
よ
り
大
き

な
経
済
波
及
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
、

賑
わ
い
の
創
出
や
回
遊
性
の
向
上
な
ど
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
本
市
の
広
域
中
心
拠
点
の
形
成

に
向
け
て
、
よ
り
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

　
枚
方
市
駅
北
口
駅
前
広
場
な
ど
を
含
む
３

街
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、

駅
と
一
体
と
な
る
商
業
、
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ

ル
、
住
宅
、
行
政
等
の
機
能
を
備
え
た
複
合

施
設
の
令
和
５
年
度
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
、

解
体
・
建
築
工
事
に
係
る
支
援
や
新
し
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
再
編
に
向
け
た
内
装
設
計
を

実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
駅
周
辺
か
ら
天
野
川
方
面
に

か
け
て
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
な
か
を
形
成

す
る
と
と
も
に
魅
力
あ
る
都
市
機
能
を
確
保

す
る
た
め
、
４
街
区
に
魅
力
的
な
大
空
間
を

創
出
す
る
な
ど
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。

　
本
庁
舎
な
ど
の
行
政
機
能
に
つ
い
て
は
５

街
区
へ
の
集
約
を
検
討
し
、
国
・
府
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
既
存
施
設
の
再
配
置
・

有
効
活
用
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
京
阪
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
の
鉄
道
高
架
化
の
工
事
着

手
を
目
途
に
取
り
組
み
ま
す
。
光
善
寺
駅
西

地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
権
利
変
換
手
続
き
な
ど
の
支
援
を

行
い
、
良
好
な
駅
前
環
境
の
整
備
と
地
域
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

鉄
道
駅
周
辺
や
第
二
京
阪
道
路
な
ど
の
幹

線
道
路
沿
道
で
は
、
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

生
か
し
た
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
都
市
基
盤

整
備
が
進
む
長
尾
駅
周
辺
に
お
い
て
も
、
多

様
な
主
体
と
共
有
し
な
が
ら
め
ざ
す
べ
き
将

来
像
の
具
体
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
で
は
、
市
内
の
渋
滞
緩
和

や
物
流
の
円
滑
化
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
市
域
の
機
能
維
持
、
早
期
の
機
能
回
復
な

ど
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
道
路
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
牧
野
長
尾
線
、

長
尾
杉
線
、
御
殿
山
小
倉
線
及
び
中
振
交
野

線
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、

樟
葉
駅
前
広
場
ロ
ー
タ
リ
ー
の
混
雑
解
消
や

安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
整
備
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　
東
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
国
土
軸
と
し
て
交

通
容
量
の
拡
大
や
交
通
機
能
の
安
定
性
に
寄

与
す
る
新
名
神
高
速
道
路
、
そ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
な
る
都
市
計
画
道
路
内
里
高
野
道
線

の
早
期
完
成
を
関
係
機
関
や
大
阪
府
に
働
き

か
け
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
市
道
北
山
通

線
の
整
備
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
淀

川
を
渡
河
す
る
都
市
計
画
道
路
牧
野
高
槻
線

等
の
早
期
完
成
と
周
辺
道
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
、
大
阪
府
と
連
携
し
て
事
業
を
促

進
し
ま
す
。

　
王
仁
公
園
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
運
営
方

法
を
含
め
魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
と
な
る
よ
う

公
民
連
携
で
取
り
組
み
を
進
め
、
基
本
方
針

を
策
定
し
ま
す
。

　
健
康
増
進
や
生
活
利
便
性
の
向
上
に
つ
な

が
る
移
動
支
援
策
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
の
移
送
な
ど
の
地
域
支
援
・
自
主
運
行
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
事

業
に
地
域
と
の
協
働
で
取
り
組
み
ま
す
。」

　
こ
れ
を
詳
細
に
記
し
た
も
の
が
、
枚
方
市

駅
周
辺
再
整
備
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
枚
方

市
駅
周
辺
再
整
備
基
本
計
画
及
び
枚
方
市
新

庁
舎
整
備
基
本
構
想
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
枚

方
市
駅
周
辺
再
整
備
に
係
る
全
員
協
議
会
に

お
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
及
び

答
申
の
段
階
ま
で
進
ん
で
い
る
。

　
市
政
運
営
方
針
は
す
で
に
進
捗
し
て
い
る

事
業
を
踏
ま
え
な
が
ら
一
見
具
体
的
で
実
現

性
の
高
い
内
容
に
見
え
る
。
特
に
３
街
区
に

関
し
て
は
、
枚
方
市
、
京
阪
H
D
と
地
権
者

や
組
合
ら
に
よ
っ
て
国
費
も
活
用
し
た
再
開

発
の
調
整
に
成
功
、
造
成
に
ま
で
至
っ
て
い

る
。
５
街
区
は
公
共
施
設
が
多
く
比
較
的
調

整
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
市
役
所
本
庁
舎

の
移
転
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
計
画
通
り
に

進
め
ば
、
当
所
旧
会
館
の
目
の
前
に
市
役
所

が
鎮
座
す
る
。
で
は
、
こ
こ
で
あ
ま
り
具
体

的
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
１
、２
、４
街
区
は

い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
計
画
案
の

簡
略
図
を
見
る
と
４
街
区
を
突
き
抜
け
る
道

路
と
大
空
間
を
除
い
て
は
「
民
間
活
力
エ
リ

ア
」
と
い
う
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
言
う
民
間
活
力
と
は
、
す
で
に
決
ま
っ
て

い
る
京
阪
H
D
主
導
に
よ
る
３
街
区
開
発
の

よ
う
に
、
民
間
投
資
を
誘
致
す
る
こ
と
を
指

す
。
水
面
下
で
の
動
き
を
考
慮
に
入
れ
な
け

れ
ば
１
、２
、４
街
区
に
関
し
て
は
具
体
的
な

誘
致
案
件
が
ま
だ
な
い
。
つ
ま
り
傍
か
ら
見

れ
ば
宙
に
浮
い
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

１
、２
街
区
の
一
部
を
所
有
す
る
㈱
ソ
ウ
・

ツ
ー
と
し
て
は
、
何
と
か
誘
致
を
成
功
さ
せ

た
い
事
情
も
頷
け
る
。
一
方
、
こ
の
街
区
は

中
核
都
市
枚
方
市
駅
前
の
好
立
地
、
用
途
を

限
定
し
な
け
れ
ば
放
っ
て
お
い
て
も
民
間
投

資
が
流
入
す
る
だ
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
実
際
の

と
こ
ろ
、
民
間
事
業
者
は
市
役
所
本
庁
舎
移

転
の
動
き
、
後
の
４
街
区
に
係
る
売
却
も
し

く
は
定
期
借
地
条
件
の
出
か
た
を
伺
っ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
。
１
、２
街
区
が
動
く
と

す
れ
ば
そ
の
後
、
つ
ま
り
４
街
区
の
売
価
が

明
ら
か
と
な
っ
た
段
階
で
歩
調
を
合
わ
せ
る

の
が
定
石
だ
ろ
う
。
な
ら
ば
、
市
役
所
本
庁

舎
移
転
と
い
う
後
押
し
が
な
い
限
り
、
再
開

発
は
動
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
３

街
区
の
進
展
に
よ
り
焦
る
民
間
、
庁
舎
移
転

に
ま
ご
つ
く
市
行
政
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
も

う
賽
は
投
げ
ら
れ
た
、
時
間
は
す
べ
て
の

人
々
に
平
等
に
与
え
ら
れ
、
止
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
公
共
施
設
を
始
め
と
し
た
駅
前

ビ
ル
群
の
老
朽
化
も
待
っ
て
は
く
れ
な
い
。

枚方市駅周辺まちづくりを
地域経済と説く、そのココロは
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Feature

今
、
我
々
に
で
き
る
こ
と
は
、
ま
ず
自
分
事

で
あ
る
当
所
の
新
会
館
建
設
方
針
を
固
め
る

こ
と（
民
間
事
業
者
同
様
、
様
子
を
伺
う
と

い
う
経
営
判
断
・
方
針
も
ひ
と
つ
の
方
策
）

と
、
市
行
政
の
動
き
を
促
す
た
め
に
、
庁

舎
移
転
も
含
め
無
理
の
な
い
全
体
像
の
ア
イ

デ
ア
を
お
示
し
す
る
こ
と
、
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

後
者
が
ま
さ
に
提
言
書
「
枚
方
市
駅
周
辺
の

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
と
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
向
け
た
商
工
会
議
所
の

役
割
」
で
あ
る
。

　

な
お
、
市
政
運
営
方
針
全
般
を
通
し
て

挙
が
っ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」「
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
化
」「
新
し
い
生
活
様
式（N

ew
 

N
orm

al

）」「IC
T

」「SD
G

ｓ
」「
公
民
連

携
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
施
策
を
踏
ま
え

た
上
で
、
民
間
事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有

す
当
所
か
ら
の
提
言
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
深
み
の
あ
る
計
画
と
な
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

枚
方
市
駅
周
辺
再
開
発
に
お
け
る

当
所
か
ら
の
提
案
書
概
要

　
前
述
の
通
り
、
2
0
2
1
年
２
月
、
当
所

か
ら
枚
方
市
長
へ
「
枚
方
市
駅
周
辺
の
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
と
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
向
け
た
商
工
会
議
所
の
役

割
」
と
題
し
て
提
言
書
を
提
出
し
た
。
当
所

で
は
、
中
心
市
街
地
の
再
整
備
や
活
性
化
計

画
を
行
政
に
任
せ
き
り
に
せ
ず
、
管
内
事
業

者
の
要
望
を
施
策
に
取
り
入
れ
る
べ
く
特
別

委
員
会
を
設
置
。
会
員
を
中
心
に
北
河
内
の

中
心
都
市
と
し
て
賑
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
向
け
て
検
討
を
行
い
、
そ
の

成
果
を
取
り
ま
と
め
た
。
今
後
、
本
提
案
が

枚
方
市
駅
周
辺
の
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
地
域
再
生
に
向
け
、
様
々
な
関
係
者

に
よ
る
議
論
の
種
と
な
り
、
枚
方
市
駅
周
辺

の
都
市
魅
力
の
向
上
・
創
造
に
つ
な
が
る
こ

と
が
願
い
だ
。
様
々
な
視
点
が
盛
り
込
ま
れ

た
提
言
書
に
つ
い
て
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
た
い
。

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か

　

地
権
者
、
市
民
、
商
業
者
、
民
間
企
業
、

市
民
団
体
、
大
学
、
行
政
等
の
多
様
な
主
体

が
連
携
し
新
し
い
都
市
魅
力
を
創
出
し
て
い

く
た
め
に
、
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
手
法
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
点
と

し
て
の
建
物
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
建
替
え
や

街
区
単
位
の
再
開
発
事
業
、
線
と
し
て
の
通

り（
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
）の
整
備
や
沿
道

の
賑
わ
い
機
能
の
立
地
誘
導
と
演
出
、
さ
ら

に
面
と
し
て
の
回
遊
性
や
新
し
い
都
市
文
化

の
創
造
や
交
流
・
集
客
産
業
の
育
成
な
ど
、

地
域
全
体
の
質
を
高
め
て
い
く
取
り
組
み
だ
。

そ
の
た
め
に
、
地
域
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

新
た
な
組
織（
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
）

を
設
置
す
る
と
い
う
古
典
的
な
手
段
が
あ
る
。

民
間
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
難
し
い
行
政

に
代
わ
り
、
積
極
的
に
民
間
が
駅
周
辺
に
再

投
資
を
行
い
、
投
資
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
す
。

官
は
そ
れ
を
下
支
え
す
る
規
制
緩
和
等
を
実

施
す
る
。
一
昔
前
に
は
こ
う
い
っ
た
組
織
を

「
新
し
い
公
共
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
計
画
段
階
か
ら

導
入
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
し
て

整
備
後
も
、
建
物
や
公
共
空
間
の
管
理
運
営
、

社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
テ
ナ
ン
ト
リ
ー
シ

ン
グ
、
対
外
的
な
エ
リ
ア
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
、

の
役
割
を
こ
の
組
織
が
担
う
こ
と
が
多
い
。

　
当
所
も
、
枚
方
市
駅
周
辺
を
魅
力
的
な
街

に
し
て
い
く
た
め
に
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
推
進
す
る
立
場
だ
。
多
様
な
民
間
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
組
織
設
立
前
に
集
約
で

き
る
の
は
商
工
会
議
所
を
措
い
て
他
に
な
い
。

　
不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
視
点
で
は
、
公

共
管
理
物（
川
、
海
、
空
等
）、
公
有
財
産

（
土
地
、
建
物
、
道
路
な
ど
の
都
市
施
設
）、

私
有
財
産（
土
地
、
建
物
）を
活
用
す
る
こ
と

を
考
え
る
。
公
共
管
理
物
に
つ
い
て
は
、
占

有
、
一
時
利
用
の
特
例
等
を
用
い
、
公
有
財

産
は
占
有
特
例
、
指
定
管
理
等
、
私
有
財
産

は
再
開
発
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
の
手
法
を

活
用
す
る
。
た
だ
そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
は
何

も
生
み
出
さ
な
い
も
の
が
、
活
用
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
付
加
価
値
が
生
ま
れ
る
。
地
域

の
合
意
・
支
援
の
も
と
、
官
民
を
つ
な
い
で

対
象
エ
リ
ア
を
最
大
限
活
用
で
き
る
体
制
を

つ
く
り
、
付
加
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
仕
組

み
作
り
を
め
ざ
す
。

　
こ
こ
で
は
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
具
体

的
な
テ
ー
マ
を
次
の
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
×
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
×
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
」

⑴‌�

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
サ
ポ
ー
ト

-C
hallenging &

 Experience-

　

‌�

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
選
べ
、
住
む

こ
と
が
楽
し
い
街
・
住
み
続
け
た
い
街

① ‌�

生
き
が
い
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
が
あ
る

② ‌�

生
活
し
や
す
く
利
便
性
が
追
求
さ
れ
た

仕
組
み
が
あ
る

③ ‌�

生
活
に
密
着
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

提
案
が
で
き
る
仕
組
み
が
あ
る

④ ‌�

枚
方
に
生
ま
れ
、
関
わ
れ
て
よ
か
っ
た

と
思
う
と
こ
が
で
き
る
仕
組
み
が
あ
る

⑵
企
業
を
誘
致
す
る
環
境

　

‌�

企
業
が
未
来
を
創
造
す
る
た
め
に
必
要
な

環
境
を
整
え
る

①

‌�
 ‌�

多
様
な
企
業（
働
く
場
所
）が
集
ま
る
環

境
を
つ
く
る

② ‌�

企
業
の
役
割
と
し
て
社
会
課
題
の
解
決

を
推
進
す
る
仕
組
み
が
あ
る

③

‌
 ‌�

働
く
キ
ッ
カ
ケ
と
知
識
と
知
恵
を
伝
え

る
機
会
を
つ
く
る

④ ‌�

多
様
な
企
業（
起
業
）が
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
継
承
す
る
仕
組
み
が
あ
る

⑶
働
く
人
の
た
め
の
環
境

　

‌�

働
く
コ
ト
が
生
き
が
い
の
一
つ
に
な
る
環

境
づ
く
り
を
め
ざ
す

① 

働
き
続
け
る
た
め
の
仕
組
み
が
あ
る

② ‌�

時
代
に
合
っ
た
働
き
方
が
で
き
る
環
境

が
あ
る

③ ‌�

自
分
を
成
長
さ
せ
、
人
に
教
え
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
が
あ
る

④ ‌�

個
人
で
も
、
社
会
や
環
境
に
貢
献
で
き

る
仕
組
み
が
あ
る

　
市
政
運
営
方
針
・
提
案
書
を
踏
ま
え
、
提

案
書
の
中
で
は
当
所
の
役
割
を
次
の
よ
う
に

掲
げ
て
い
る
。

①

‌�
 ‌�

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出
に
よ
っ
て
プ

レ
イ
ヤ
ー
を
発
掘
し
、
枚
方
市
駅
周
辺

へ
の
定
着
を
誘
導
、
空
き
店
舗
の
活
用

か
ら
会
員
企
業
の
創
出
に
つ
な
げ
る

②

‌�
 ‌�
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
な
ど
新
し
い

視
点
で
地
域
経
済
の
収
益
構
造
を
再
構

築
し
、
新
し
い
付
加
価
値
を
創
造
す
る

③

‌�
 ‌�

特
区
等
の
要
望
と
実
現
か
ら
ナ
レ
ッ
ジ

の
集
積
に
繋
げSociety5.0

の
ロ
ー

カ
ラ
イ
ズ
を
推
進
す
る

④

‌�
 ‌�

以
上
を
推
進
す
る
た
め
の
人
材
、「
ナ

レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
※
」
を
誘
致
す
る
環

境
整
備（
次
世
代
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
）及

び
地
域
課
題
を
付
加
価
値
に
変
革
し
う

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
創
出
を
検

証
す
る

地
域
経
済
循
環
に
向
け
て
当
所
の
役
割

　
人
口
規
模
、
立
地
、
周
辺
環
境
か
ら
、
非

常
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
た
発
展
の

可
能
性
の
あ
る
街
「
北
大
阪
」。
地
方
都
市

の
中
で
も
特
段
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。
し

か
し
そ
こ
に
は
落
と
し
穴
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。「
早
い
の
美
味
い
の
安
い

の
～
」
は
、
ゆ
で
た
ま
ご
先
生
の
「
キ
ン
肉

マ
ン
」
で
一
世
風
靡
し
た
フ
レ
ー
ズ
だ
。
こ

れ
は
イ
ギ
リ
ス（
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
）や
フ
ラ

ン
ス（
渋
沢
栄
一
翁
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
主
義
）

の
産
業
革
命
の
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で

変
わ
ら
な
い
、
早
い（
大
量
）、
美
味
い（
良

質
）、
安
い（
安
価
）を
制
し
た
も
の
が
ビ
ジ

ネ
ス
を
制
す
る
と
い
う
原
則
に
通
ず
る
。
一

定
以
上
の
人
口
密
度
を
有
す
る
ゆ
え
に
、
特

別
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
な
く
て
も
、「
安
価
」

で
「
需
要
を
満
た
し（
大
量
、
早
さ
等
）」
て

「
良
質（
美
味
し
い
等
）」
で
あ
れ
ば
売
れ
る
。

多
く
の
成
立
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ
て
、
ビ

ル
や
建
物
が
無
計
画
に
乱
立
し
混
沌
と
化
し

た
。
市
が
掲
げ
る
地
域
課
題
、
老
朽
化
し
た

公
共
施
設
や
ビ
ル
・
駅
周
辺
の
交
通
渋
滞
が

ま
さ
に
そ
れ
だ
。
人
々
は
混
沌
の
対
義
語
、

つ
ま
り
秩
序
あ
る
都
市
計
画
や
整
然
と
し
た

「
魅
力
」
を
求
め
た
。
隣
の
芝
は
青
い
の
だ
。

駅
前
再
整
備
を
き
っ
か
け
に
建
造
物
の
混
沌

を
何
と
か
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を

皆
が
考
え
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
策

が
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う

わ
け
だ
。
街
を
再
整
備
に
よ
っ
て

整
然
と
し
た
魅
力
あ
る
格
好
い
い

街
並
み
に
し
た
い
。
今
般
の
提
言

書
は
そ
う
い
っ
た
人
々
の
願
い
が

間
欠
泉
の
ご
と
く
噴
き
出
し
た
ひ

と
つ
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　
北
大
阪
の
象
徴
の
一
つ
・
枚
方

市
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に
我
々
商

工
会
議
所
が
参
画
す
る
上
で
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ

の
地
域
な
ら
で
は
の
地
域
資
源

「
ヒ
ト
」
に
事
業
を
紐
づ
け
し

て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
提
言
書
の
中
に
は
「
ナ
レ
ッ

ジ
ワ
ー
カ
ー
」
と
い
う
言
葉
で
表

現
さ
れ
て
い
る
。H

IRA
K
A
T
A
 

T
-SIT

E

内
で
新
し
く
オ
ー
プ

ン
し
た&

Lab.

で
はN

O
R
T
H
 

C
R
EA

T
O
R
S C

LU
B

が
始
動
。

当
所
中
小
企
業
相
談
所
を
中
心
に

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
事
業
者
を
結
び

管
内
事
業
所
の
付
加
価
値
向
上
を
狙
い
と
し

て
い
る
。
ま
た
当
所
新
会
館
建
設
準
備
特
別

委
員
会
の
議
論
で
は
意
匠
や
機
能
の
「
魅
力
」

が
テ
ー
マ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
共
通
す
る
こ
と

は
、
魅
力
あ
る
人
々
、
が
集
ま
る
の
は
、
や
は

り
魅
力
あ
る
場
所
、
で
あ
り
、
そ
れ
を
動
か

す
の
は
、
魅
力
あ
る
仕
組
み
、
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。「
魅
力
」
が
も
っ
と
も
わ
か
り
や

す
く
定
量
化
さ
れ
る
の
は
「
付
加
価
値
」
額
、

つ
ま
り
我
々
の
使
命
は
、
ア
イ
デ
ア
×
ヒ
ト
×

モ
ノ
×
カ
ネ
が
地
域
内
で
循
環
し
、
付
加
価

値
を
生
み
出
す
仕
組
み
を
常
々
考
え
、
挑
み

続
け
る
こ
と
だ
。
未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
中
で
あ

れ
ば
な
お
さ
ら
、
我
々
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
と
責
任

は
大
き
い
は
ず
だ
。

※
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
は
、Io

T

（In
tern

et o
f 

T
hings

：
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）を
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
に
用
い
る
こ
と
で
、
生
活
の

質
の
向
上
や
都
市
の
運
用
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
向
上
、

そ
し
て
都
市
の
競
争
力
を
つ
け
、
現
在
と
次
の
世
代
が

経
済
・
社
会
・
環
境
の
観
点
で
需
要
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
都
市
の
こ
と
。

※
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

　
内
閣
府
地
方
創
生
担
当
大
臣
の
決
定
に
よ
り
、
国
家

戦
略
特
区
の
枠
組
み
を
活
用
し
、
世
界
最
先
端
の
日
本

型
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
を
実
現
し
よ
う
と
「
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
」​

構
想
を
提
唱
。
東
京
一
極
集
中
の
転
換
を
目
指

し
、
人
口
が
集
積
し
、
大
学
も
立
地
し
て
い
る
政
令
指

定
都
市
及
び
中
核
都
市
等
を
中
心
に
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

を
強
力
に
推
進
し
、
企
業
の
進
出
、
若
年
層
が
就
労
・

居
住
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
大
胆
な
規

制
改
革
と
複
数
分
野
の
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
先
端
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
未
来
の
生
活
を
先
行
実
現

す
る
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
を
強
力
に
推
進
す
る
。

※
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
と
は

　
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
と
は
、
知
識
を
表
す
「
ナ
レ
ッ

ジ
」
と
、
労
働
者
を
表
す
「
ワ
ー
カ
ー
」
を
掛
け
合
わ

せ
た
造
語
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
経
営
学
者
・
社
会
学
者

ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。
同

氏
の
著
書
「
断
絶
の
時
代
」
に
よ
る
と
、
ナ
レ
ッ
ジ

ワ
ー
カ
ー(

知
識
労
働
者)

は
「
経
済
的
利
益
を
生
み
出

す
た
め
に
知
識
を
使
用
す
る
知
識
経
済
を
支
え
る
高
度

な
専
門
知
識
を
も
つ
労
働
者
」
と
定
義
付
け
ら
れ
て

い
る
。
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
は
、
知
識
を
持
っ
て
付
加

価
値
を
提
供
す
る
労
働
者
の
こ
と
を
指
し
、
モ
ノ
が
あ

ふ
れ
た
現
代
の
中
、
市
場
で
勝
ち
残
っ
て
い
く
た
め
に

は
「
付
加
価
値
」
が
必
要
。
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
の
中

で
自
社
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
や
競
合
優
位
性
を
見
出

す
た
め
に
、
知
識
や
経
験
と
い
っ
た
知
的
生
産
物
を
創

造
で
き
る
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
に
必
要
な
ス
キ
ル
は

「
情
報
収
集
能
力
」「
発
想
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」
と
し
て
い
る
。

※
新
し
い
生
活
様
式（N

ew
 N

orm
al

）

　
2
0
0
7
年
か
ら
2
0
0
8
年
に
か
け
て
の
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
含
む
一
連
の
危
機
の
前
後
で
生
じ
た

避
け
難
い
構
造
的
な
変
化
を
経
て
、「
新
た
な
常
態
・

常
識
」
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
た
表
現
で

あ
る
。
直
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
コ
ロ
ナ
前

の
常
識
が
不
可
逆
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
常
識
に
対
し
て
、
2
0
0
8
年
に
生
ま
れ
た
こ

の
言
葉
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

※
I
C
T

　

情
報
通
信
技
術
の
こ
と
を
指
し
、Inform

ation 
and C

om
m
unication Technology

の
略
で
あ
る
。

※SD
G
s

　
「Sustainable D

evelopm
ent G

oals

（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）」
の
略
称
。
2
0
1
5
年
９
月
の
国

連
サ
ミ
ッ
ト
で
加
盟
国
の
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」

に
記
載
さ
れ
た
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ

り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標
の
こ
と
。
17
の
ゴ
ー

ル
・
1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

近
年
で
は
E
S
G
投
資
を
は
じ
め
と
し
て
、
関
連
す

る
分
野
に
３
、0
0
0
兆
円
規
模
の
資
金
が
流
れ
込
み
、

世
界
規
模
で
の
成
長
分
野
と
な
っ
て
い
る
。

※
公
民
連
携

　
公
民
連
携
と
は
、
自
治
体
と
民
間
事
業
者
等
が
連
携

し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
仕
組
み
で
あ
り
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
住
民
の
暮
ら
し
方
の
変
化
に

よ
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
に
自
治
体
が

民
間
事
業
者
の
知
識
や
技
術
、
資
源
を
活
用
し
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
の
手
法
。

枚方ビオルネ前からの枚方市駅周辺ドローン空撮画像
（画像提供：JUAVACドローンエキスパートアカデミー大阪枚方校）
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オリヱント化学工業株式会社
総務部長　田 村 洋 二 氏（前任　酒 井 紫 朗 氏）

みずほ銀行　京阪法人部
部長　谷 口 栄 次 氏（前任　鈴 木 　 輝 氏）

株式会社 三井住友銀行　枚方法人営業部
枚方法人営業部長　二ノ丸賢二 氏（前任　中村浩一郎 氏）

北河内農業協同組合
常務理事　岡 嶋 勝 之 氏（前任　今 堀 寛 治 氏）

株式会社 富士電機製作所
代表取締役社長　楠 本 千 年 氏（前任　五 藤 雅 彦 氏）

議
員
の
異
動

▪ 新入会員ご紹介 ▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）　

　　　　  　　　 ７月31日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地
カジパン工房 パン製造業 交野市私部
㈱ヘッドリバー 自転車（スポーツ、電動、一般、子供車）、車イス、その他、自転車の修理・メンテナンス全般 交野市倉治
㈱関西空翔高等学院 職業教育訓練に関する学校及び通信教育事業、各種資格取得講習 枚方市甲斐田町
㈿関西技術協力センター 外国人技能実習生受け入れに関する事業 豊中市庄内西町
渚空調 空調設備工事 東大阪市吉田
ｍｏｏｂａ  ｓｔｕｄｉｏ 映像制作、グラフィックデザイン（印刷物・ロゴデザイン）、翻訳 枚方市長尾台
㈱グッドライフ 内外装建材の補修、内装仕上 枚方市牧野阪
㈱エースフィード サイン・屋外広告全般のデザイン、製作、設置 大阪市北区天神橋
ささらきもの着付け教室 きもの・着付け教室および関連商品の販売とサービスの提供 寝屋川市成美町
㈱バッファロー・ＩＴ・ソリューションズ　関西営業所 ネットワークインフラ構築・保守などのサービスを提供 大阪市淀川区宮原
㈲三田工業 土木工事、橋梁補修 枚方市走谷
㈱エヌホーム 不動産業、リフォーム業 寝屋川市早子町
ＴＫＴＥＣＨ 舗装工事業 寝屋川市点野
㈱303 木造建築工事業 枚方市出口
アルファーライフ 乾物卸売業 寝屋川市音羽町
㈲フロムサーティー 仮設足場・看板 枚方市招提元町
田中電気工業 電気工事業、一般屋内配線工事等 枚方市村野東町
花贈り フラワー雑貨の販売・教室 京都市南区久世上久世町
ラ・ロシュ 婦人服及び雑貨小売販売、出店をショッピングモール・ファッションビルでの店舗展開 枚方市東香里
ＳＡＮＰＡ食堂 飲食業 寝屋川市早子町
ふくだ鍼灸院 あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師・柔道整復師の施術所 寝屋川市香里南之町
大西青果店 業務用青果、業務用食品の販売及び付随するサービス全般 枚方市山之上
㈱シンワ・アクティブ 総合物流サービスの提供 摂津市鳥飼中
義歯工房 義歯製作 枚方市上島東町
インテリア　M’S工芸 内装仕上げ業、現場及び当社内工場作業 交野市神宮寺
パナソニック㈱スポーツ事業センター 社会人男子バレー部。Ｖリーグなどに出場し年18回試合興業。2017年から枚方PR大使。 枚方市菊丘南町
㈱太郎ホーム 不動産売買仲介、賃貸仲介業務 枚方市岡東町
Ｐｅｔｉｔ ｑｕｅｕｅ トリミングサロン（犬・猫）、ブリーダー（犬・猫）、アクアゼオ正規取扱店 枚方市長尾家具町
社会保険労務士法人スクウェア 中小企業を対象とした助成金申請及び労務コンサル 大阪市中央区備後町
牧 音楽教室 音楽教室（ピアノ、鍵盤ハーモニカ、英語レッスン） 交野市藤が尾
㈱TYハウジング 不動産取引業 枚方市香里園山之手町
和宏電機工業㈱ キュビクル式受配電盤、各種制御盤、設計製造（ソフト含む） 寝屋川市池田
エクレラージュデザイン事務所 内装工事一式、照明デザイン 寝屋川市明和

▪ 新入会員プロフィール ▪

株式会社 シンワ・アクティブ
代表取締役　澤 田 　 一

大阪府茨木市松ヶ本町２-30
TEL：072（665）5707

総合物流サービスを提供している
企業です。倉庫・輸送・流通加工
のことならお任せください。

（直近３〜４か月の間に入会の、掲載を希望された事業所です）

当所では令和３年７月２日ビオルネ５階ビィーゴ会議室にて、新
会館建設準備特別委員会（松本秀作委員長）を開催しました。委員会
では、趣旨と役割、アンケート等についてこれまでの議事の振り
返りの後、基本コンセプト、各種機能等について答申素案を共有し、
意見交換を行いました。

意見交換では、「いまだ会議所に足を運んだことのない多くの会員、そしてまだ入会されていない事業所の方々に利
用していただくにはどうすればいいか、それは意匠的にも機能的にも「魅力」ある会館であることが最低条件」「魅力
ある会館ができた後の中身は、最近T-SITEで始めたクリエイターズクラブのように、魅力ある仕組みを付与すること
で初めて会館が活性化するのではないか」「地域経済を担う機能を持った様々な団体、個人が集まり、交流できる場所
であってほしい」「各地商工会議所の事例を見ると市防災部局と連携して緊急避難施設として運用しているケースが多
く、当所においても緊急時に多くの皆様の手助けができる機能があった方が地域の商工会議所としてのプレゼンス向
上に繋がるのではないか」「経営支援、防災、地域経済活性化、どの側面から見ても情報発信・受信基地やデータセン
ターのような機能があると、より会館の利用価値が向上するのではないか」等、多くの貴重なご意見を頂戴しました。
佐々木副会頭からの講評では、「皆様の熱い議論に大変感心いたしました。魅力・交流・防災・データ、など重要な

キーワードが出てきたとともに、これに沿って進めていけばいいものができるのではないかと思います。皆様の答申に
期待しております。」
今後は、当委員会で集約したコンセプトに係る答申を正副会頭へ提出した後、いよいよ新会館建設に係る委員会を設

置し、会館の具体的な建設に係る仕様等を決めてまいります。当誌でも随時進捗情報を掲載しますので引き続きよろし
くお願いいたします。

当所では令和３
年６月９日オンラ
インにて、約200
名参加のもと、ひ
らかたアイデアソ
ン・ハッカソンプ
ロジェクト2021（以降、Hirathon2021）・キックオフ
イベント（枚方市役所・大阪工業大学・当所主催）を
開催しました。Hirathonとは、ニューノーマルにお
ける新たな街づくりに向けて、企業が抱える業務課題
や、行政の抱える地域課題をアイデアソン・ハッカソ
ン形式で、企業・行政・大学の力を合わせて解決す
ることを目的として発足しました。また、大学の専門
性や性質を活かして、学生等のビジネスアイデア創
出スキル育成も目指しています。

地域課題の解決に向けて長期間取り組み、課題
保有者と連携してリアルな事業化の可能性について
調査し、課題解決に有用なアイデアは社会実装の
フィールドが用意されている、という特徴があります。
優れた成果をあげたチームには、8つの賞が用意さ
れ、各々のインセンティブが与えられます。キックオ
フイベントでは、NICT（情報通信研究機構）今井氏よ
り、企業や地域の課題提示、NICTの最新技術の紹
介、昨年度の最優秀チームの紹介等が行われました。

地域課題解決に向け
産学公連携でアイデア創出

ひらかたアイデアソン・
ハッカソンプロジェクト2021・キックオフイベント

  魅力・交流・防災・情報を  
  キーワードに白熱議論  
- 新会館建設準備特別委員会 -

当所では令和３年６月７日より、新型コロナウイルス
感染拡大防止に係る緊急事態宣言延長を受け、常議員会
並びに通常議員総会を書面審議にて実施いたしました。
①令和２年度事業報告並びに収支決算報告、②令和３年
度委託事業収支予算（案）承認、③常議員の選任、④各委
員会委員の委嘱、⑤新入会員加入承認について、審議い
ただき、６月25日に開票、各議案ともに承認多数（正副
会頭除く131議席中、承認124）で可決となりました。
③常議員の選任について、欠員となっていた２名を京

阪流通システムズ株式会社 代表取締役社長 松下 靖 氏、
社会福祉法人松樹会 理事長 中村 猛 氏を選任、⑤新規会
員加入承認については、４月６日から５月29日の期間に
ご加入いただいた43件167口の新規会員が承認されました。

続いて報告事項では、①役員・議員異動報告、②月間
事業報告、③その他（令和２年度新型コロナウイルス感
染症に係る経営相談について、他）についての報告資料
を添付しました。
令和２年度新型コロナウイルス感染症に係る経営相談

状況については、経済産業省による持続化補助金コロナ
枠を始め、政府系融資制度斡旋を中心に変化の激しい状
況となりました。詳細は本誌９頁を参照。

令和２年度
事業報告・収支決算を書面審議

－ 常議員会・通常議員総会 －
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CCI Information CCI Information

北大阪商工会議所

当所会員事業所に永年にわたり勤務し、その成績優秀な従業員により一層の勤労意欲の向上を促すと共に商工業の
振興、発展に資することを目的として実施致します。普段なかなか形にできない従業員の方々に対する感謝のために
北大阪商工会議所が主体となり表彰式典を行います。下記要項を確認の上、締切日厳守にてご推薦下さいますようご案
内申し上げます。
　なお、当日は新型コロナウイルス感染症対策を講じながら開催させていただきます。また、感染拡大など、状況に
よっては中止・延期をさせていただく場合がございますのでご理解・ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

◆ 負担金請求
被表彰者の決定後、事業所宛に請求書を送付致します

◆ 表　彰
‌� 北大阪商工会議所会頭より表彰状と記念品を授与します
◆ 推薦基準
‌� 貴事業所において勤続年数３年以上の従業員の方で次の事項

に該当するもの
①出勤成績が良好であるもの
②‌�業務の合理化、創意工夫等により業績の向上に貢献しているもの
③業務に誠実で勤務態度が他の模範となるもの
④接客・サービス等が優良と認められるもの
⑤事業所内外を問わず他の模範となるもの
⑥その他、上記に準ずる功績のあったもの

【お問合せ先】北大阪商工会議所　地域振興課　〒573-1159　大阪府枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザきらら６階
　　　　　　 TEL:072-843-5152　FAX:①072-841-0173　②072-807-3051

◆ 被表彰者区分及び事業所負担金
‌� 当所会員事業所に３年以上勤務する従業員で、表彰は

次の３種類に区分する。

※‌�勤続年数30年以上の被表彰者には日本商工会議所会頭との連名表
彰状をお渡し致します。

令和３年度　優良従業員表彰　推薦募集のお知らせ

日　　時 令和３年11月10日（水）　午後２時00分　※午後１時30分より受付

場　　所 たまゆらイベントホール
（住所）枚方市車塚１丁目１番１号　輝きプラザきらら ７階　

推薦方法
推薦書に詳細記入の上、FAX、又は、郵便で事務局までご送付下さい
実施要領・推薦書は、北大阪商工会議所HPよりダウンロードできます
ダウンロードURL：https://kocci.or.jp/publics/index/18/detail=1/b_id=41/r_id=763/#block41-763

申込締切 令和３年９月24日（金）　※申込締切期日の厳守にご協力ください

表彰区分 勤続年数 事業所負担金
（1 名につき）

１ ３年以上10年未満 10,000円(税込)

２ 10年以上20年未満 13,000円(税込)

３ 20年以上 15,000円(税込)

第34回 会頭杯争奪 会員親睦ゴルフ大会 

参 加 費　5,500円（昼食代・賞品及び発送代含む）
プレー費　13,850円
　　　　　　（キャディ付・諸費用・利用税・消費税込み）

申込締切　９月30日（木）
主　　催　北大阪商工会議所
後　　援　日刊スポーツ新聞西日本

９月の専門相談・金融相談日
商工会議所の専門経営相談をご利用下さい

専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス 秘密

厳守
費用
無料!

きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154
枚方市駅前事務所　　　　　TEL 072（843）5157
寝屋川支所　　　　　　　　TEL 072（828）5151
交野支所　　　　　　　　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

注意：※金融相談をご希望の方は決算書及び確定申告書類等の電子データが必要です。申込・問い合わせは指導課（072－843－5154）へ
　　　◎枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員
法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） ９月14日（火）・28日（火） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　門 前 武 彦　先生
法 　　 律（於：寝屋川支所）  ９月15日（水） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　松 本 　 勉　先生
税務・経理（於：枚方市駅前事務所）  ９月８日（水）・ 22日（水） 午後１時30分〜３時30分 税　   理　   士　道 廣 裕 子　先生
労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生
特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁　   理　   士　中 川 信 治　先生
経 営 一 般（於：きらら事務所） 随　　　時 中小企業診断士　須 﨑 保 弘　先生
金 　　 融

〈公庫・国民生活事業〉
（於：‌�きらら事務所にて

オンライン相談） 毎週木曜日 午前10時〜午後３時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）
融資相談担当者

日　時：10/３（日）14：00～16：00　〔９/２（木）10：00より受付開始〕
対　象：創業に興味がある方
会　場：ビィーゴ　枚方市岡本町７番１号 枚方ビオルネ５階（京阪「枚方市」駅より徒歩１分）

　　　※状況によりオンライン（Zoom）開催に変更の可能性があります。
参加費：1,000円（ドリンク代込）　　　定　員：12名（先着順）　　　持ち物：筆記用具・（あれば）名刺

 ‌�ネットショップを始めたい  ‌�‌�コロナ禍で、ネットでの
販売に力を入れたい

 ‌�ネットショップはあるが、
なかなか売れない

副業としても人気のネットショップ。でも、作っただけでは、誰も見てくれません。ブログやリアル店舗等
とうまく連動させる必要があります。“売れるネットショップ ” の仕組み作りについて、ご自身でもネット
ショップを運営する多田優之さんに教えていただきます。※ネットショップの操作方法の講座ではありません。

枚方市立地域活性化支援センター
〒573-1159　枚方市車塚１-１-１きらら６階
WEB：https://www.hirakata-kassei.jp/　　
F A X：‌�072-851-5384（セミナー名、参加者名、住所、電話番号を明記）
T E L：050-7105-8080

事業の紹介、創業に役立つ情報等を発信中！

ウェブ ブログ Facebook

お茶しながら起業のコツが学べる  ひらかたビジネスカフェ
テーマ：“売れるネットショップ” の仕組み作り

お申し込み・お問い合わせ

交野カントリー
倶楽部

令和３年
10月29日（金）

参加者募集!!

お申込み
お問合せ 北大阪商工会議所　地域振興課

TEL：072‒843‒5152　FAX：072‒841‒0173　または　FAX：072‒807‒3051

本紙同封チラシの参加申込書にご記入の上、以下までFAXをお送りください。

場　　所日　　程

・枚方市立地域活性化支援センターからのお知らせ・
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Business counselor's office Business counselor's office

令
和
２
年
４
月
～
令
和
３
年
３
月
は
合
計

し
て
２
、9
1
5
件
の
事
業
所
に
ご
相
談
い

た
だ
い
た
。
事
業
所
の
所
在
地
を
見
る
と

枚
方
市
１
、3
7
0
件
、
寝
屋
川
市
8
0
8

件
、
交
野
市
3
7
7
件
、
そ
の
他
18
件
、
不

明
3
4
2
件
と
な
っ
た（
図
１
・
表
１
）。

※‌

不
明
に
つ
い
て
は
電
話
の
問
い
合
わ
せ

で
事
業
所
名
な
ど
を
名
乗
ら
ず
、
施
策
の
内

容
だ
け
を
尋
ね
て
き
た
事
業
所
を
カ
ウ
ン
ト

し
て
い
る
。

各
月
の
傾
向
を
見
る
と
４・
５
月
の
相
談

件
数
が
突
出
し
て
お
り（
図
１
）、
国
か
ら
出

さ
れ
た
実
質
無
利
子
融
資
の
仕
組
み
や
給
付

金
の
給
付
額
算
定
方
法
な
ど
の
相
談
が
目

立
っ
た（
図
３ 

・ 

５
・
表
１
）。
要
因
と
し
て

は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
経
済
活
動
が
大
幅
に
下
押
し
さ
れ
、
先

行
き
不
安
を
感
じ
た
事
業
所
の
資
金
繰
り
対

策
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。緊

急
事
態
宣
言
が
明
け
た
７-

９
月
期
の

中
小
企
業
全
体
の
経
営
上
の
問
題
点
を
見
る

と
「
需
要
の
停
滞
」
が
顕
著
に
表
れ
て
い
た

（
図
４
）。

中
小
企
業
か
ら
の
需
要
喚
起
へ
の
要
望
が

高
ま
る
中
、
国
か
ら
「G

o to

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
や
「
特
定
定
額
給
付
金
」
な
ど
の
経
済

活
動
を
再
開
さ
せ
る
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

そ
れ
に
伴
い
感
染
対
策
と
経
済
活
動
を
両
立

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

対
応
や
飲
食
店
を
中
心
と
し
た
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
や
デ
リ
バ
リ
ー
へ
の
事
業
転
換
を
す
る
た

め
に
９
月
以
降
も
「
持
続
化
補
助
金
コ
ロ
ナ

特
別
対
応
型
」
や
「
持
続
化
補
助
金
一
般

型
」
な
ど
の
販
路
開
拓
支
援
に
対
す
る
相
談

が
継
続
し
て
行
わ
れ
た（
図
２ 

・ 

７
・
表
１
）。

１
月
14
日
に
は
２
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
、
２
月
以
降
は
「
緊
急
事
態
宣

言
の
影
響
緩
和
に
係
る
一
時
支
援
金
」
や

「
大
阪
府
営
業
時
間
短
縮
協
力
金
」
の
相
談

件
数
が
増
加
し
た（
図
６
・
表
１
）。

融
資
相
談
ま
と
め

令
和
２
年
度
の
融
資
関
連
相
談
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付
」
が

2
8
5
件
と
最
も
多
く
、
以
下
「
新
型
コ
ロ

ナ
関
連
マ
ル
経
融
資
」
2
3
8
件
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資
金
」
18
件

と
な
っ
た（
図
２
・
表
１
）。
４
月
の
緊
急
事

態
宣
言
発
令
時
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
特
別
貸
付
」
や
「
新
型
コ
ロ
ナ
関
連

マ
ル
経
融
資
」
な
ど
政
府
系
金
融
機
関
融
資

へ
の
申
請
が
殺
到
し
た
。
５
月
に
は
日
本
政

策
金
融
公
庫
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資
金
」
が

設
け
ら
れ
た
。
民
間
金
融
機
関
融
資
は
金
利

や
保
証
料
が
政
府
系
金
融
機
関
融
資
よ
り
も

優
遇
さ
れ
、
専
用
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
も

民
間
金
融
機
関
に
開
設
し
た
こ
と
か
ら
相
談

窓
口
が
分
散
さ
れ
、
当
所
の
相
談
対
応
も
落

ち
着
い
た（
図
５
・
表
１
）。

給
付
金
・
助
成
金
・
そ
の
他
相
談
ま
と
め

令
和
２
年
度
の
給
付
金
・
助
成
金
・
そ
の

他
相
談
を
振
り
返
る
と
「
持
続
化
給
付
金
」

が
4
1
8
件
と
最
も
多
く
、
以
下
、「
緊
急

事
態
宣
言
の
影
響
緩
和
に
係
る
一
時
支
援

金
」
96
件
、「
大
阪
府
休
業
要
請
支
援
金
」

71
件
、「
雇
用
調
整
助
成
金
」
59
件
と
な
っ

て
い
る（
表
１
）。
今
回
の
持
続
化
給
付
金
は

電
子
申
請
で
行
わ
れ
た
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
不
慣
れ
な
方
や
環
境
が
整
っ
て
い

な
い
方
の
相
談
が
殺
到
し
た
。
ま
た
、
給
付

金
制
度
は
融
資
や
補
助
金
と
違
い
、
審
査
や

計
画
書
の
作
成
、
返
済
な
ど
が
不
要
か
つ
、

事
業
全
般
に
広
く
使
え
る
制
度
で
あ
る
た
め
、

多
く
の
事
業
所
が
申
請
を
行
っ
た（
図
６
・

表
１
）。

補
助
金
相
談
ま
と
め

令
和
２
年
度
の
補
助
金
相
談
は
「
持
続
化

補
助
金
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
」
が
１
、1
6
9

件
と
最
も
多
く
、
以
下
「
持
続
化
補
助
金
一

般
型
」
5
6
9
件
、「
事
業
再
構
築
補
助
金
」

58
件
と
な
っ
た（
図
７
・
表
１
）。
持
続
化
補

助
金
の
相
談
傾
向
と
し
て
締
切
日
の
前
月
に

相
談
件
数
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
特
に
６

月
と
10
月
は
「
一
般
型
」
と
「
コ
ロ
ナ
特
別

対
応
型
」
の
締
切
日
が
重
な
っ
て
い
た
た
め
、

５
月
と
９
月
の
相
談
件
数
は
大
幅
に
増
加
し

た（
図
７
・
表
１
）。
ま
た
、
両
補
助
金
に
は

業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
感
染
防

止
対
策
の
費
用（
消
毒
液
や
マ
ス
ク
、
空
気

清
浄
機
な
ど
）が
補
助
さ
れ
る
事
業
再
開
枠

が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
感
染
防
止
対
策
費
を

目
的
に
持
続
化
補
助
金
の
申
請
を
希
望
す
る

事
業
所
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
２
月
に
入
る

と
W
ithコ
ロ
ナ
時
代
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

に
対
応
す
る
た
め
思
い
切
っ
た
事
業
再
構
築

を
補
助
す
る
事
業
再
構
築
補
助
金
が
発
表
さ

れ
、
相
談
件
数
が
増
加
し
た（
図
７
・
表
１
）。

北
大
阪
商
工
会
議
所
の
今
後
の
取
り
組
み

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
今
後
経
済
回

復
へ
の
機
運
が
高
ま
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
に
伴
い
令
和
３
年
度
補
正
予
算
で
は
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促
進
す

る
た
め
、
持
続
化
補
助
金
低
感
染
リ
ス
ク
型

ビ
ジ
ネ
ス
枠
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
の
対
人
接
触
機
会
の
減
少

と
事
業
継
続
を
両
立
さ
せ
る
W
ithコ
ロ
ナ

を
踏
ま
え
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
、

生
産
プ
ロ
セ
ス
の
導
入
等
に
関
す
る
取
組
み

を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
企
業
の

利
用
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は
企
業

に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
支

援
や
D
X
推
進
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
っ

た
経
営
相
談
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
北

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
総
力
を
挙
げ
て
事
業

所
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
令

和
２
年
２
月
～
３
月
に
か
け
て
経
済
へ

の
深
刻
な
影
響
の
影
を
落
と
し
始
め
る

中
、
当
所
で
は
事
業
者
の
相
談
に
迅
速

な
対
応
を
す
る
た
め
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
す
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
相
談
窓
口
」
を
３
月
に
開
設
し

た
。
今
回
のThe N

O
RTH

で
は
、
今

後
起
こ
り
う
る
厄
災
に
向
け
た
備
忘
録

と
し
て
、
当
所
中
小
企
業
相
談
所
に
お

け
る
昨
年
の
相
談
状
況
レ
ポ
ー
ト
を
掲

載
し
た
い
。

日付 合計

受付事務所 事務所所在地 融資 補助金 給付金助成金 その他

き
ら
ら

駅
前

寝
屋
川
支
所

枚
方

寝
屋
川

交
野

そ
の
他

不
明

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
マ
ル
経
融
資

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資
金

持
続
化
補
助
金
一
般
型

持
続
化
補
助
金
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型

事
業
再
構
築
補
助
金

持
続
化
給
付
金

家
賃
支
援
給
付
金

雇
用
調
整
助
成
金

大
阪
府
休
業
要
請
支
援
金

大
阪
府
休
業
要
請
外
支
援
金

大
阪
府
営
業
時
間
短
縮
協
力
金

緊
急
事
態
宣
言
の
影
響
緩
和
に
係
る
一
時
支
援
金

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
減
免

4月 599 429 69 101 283 169 70 2 75 220 127 - 38 0 - 205 0 44 42 - - - -
5月 591 458 17 116 217 161 81 5 127 19 37 8 158 245 - 113 0 8 29 18 - - -
6月 387 262 12 113 154 141 47 1 44 11 18 4 110 232 - 57 0 1 0 37 - - -
7月 236 176 12 48 110 61 31 0 34 1 6 2 26 167 - 16 23 0 - 0 - - -
8月 103 73 2 28 54 28 12 2 7 2 6 0 1 83 - 3 2 2 - - - - -
9月 273 210 1 62 159 77 37 0 0 1 9 0 24 225 - 7 1 0 - - - - -
10月 90 55 2 33 40 33 16 1 0 3 4 1 14 72 - 4 0 1 - - - - 4
11月 118 94 0 24 60 35 21 2 0 2 3 1 6 93 - 6 4 0 - - - - 4
12月 98 76 1 21 52 27 18 1 0 8 4 1 24 52 - 7 2 0 - - - - 3
1月 138 102 2 36 79 40 18 1 0 5 8 0 99 - - 0 2 1 - - - - 23
2月 91 76 2 13 67 16 7 1 0 2 8 0 37 - 21 0 1 2 - - 13 6 1
3月 191 175 2 14 95 20 19 2 55 11 8 1 32 - 37 - - 0 - - 12 90 0
合計 2915 2186 122 609 1370 808 377 18 342 285 238 18 569 1169 58 418 35 59 71 55 25 96 35

（表１）令和２年度新型コロナウイルス感染症関連相談集計表

（図１）相談件数 年間推移　令和２年４月～令和３年３月

（図２）令和２年度コロナ関連施策別相談件数

（図４）経営上の問題点（各業種３位まで）の動き

出所：独立行政法人中小企業基盤整備機構
　　　「第161回中小企業景況調査（2020年７-９月期）」

（図６）給付金・助成金・その他相談まとめ

（図７）補助金相談まとめ

（図３）相談件数が多かった施策の推移

（図５）融資相談まとめ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資
金

大
阪
府
営
業
時
間
短
縮
協
力
金

家
賃
支
援
給
付
金

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
減
免

大
阪
府
休
業
要
請
外
支
援
金

事
業
再
構
築
補
助
金

雇
用
調
整
助
成
金

大
阪
府
休
業
要
請
支
援
金

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
マ
ル
経
融
資

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付

持
続
化
給
付
金

持
続
化
補
助
金
一
般
型

持
続
化
補
助
金
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型

緊
急
事
態
宣
言
の
影
響
緩
和
に
係
る
一
時
支
援
金

小規模事業者経営改善資金融資制度

　北大阪商工会議所 中小企業相談所へ　TEL（072）843-5154

【 新型コロナウイルス対策別枠 】
別枠で1,000万円

（条件有り）
融資額 年利0.31％  ・当初３年間の特別利率

　　　　　　　・利子補給により実質金利ゼロ
利 率

（令和３年８月１日現在）
融資額 2,000

� 万円以内
融資
期間

運転資金７年以内

設備資金10年以内
利 率 年利1.21%

（令和３年８月１日現在）

【 一般枠 】

無 担 保

無保証人

低 金 利

この制度は、小規模事業者の経営改善が促進されるよう設けられたもので、多くの事業所で活用されております。融資は、商
工会議所の経営指導を受けて経営の改善をしていこうとする方に、商工会議所の推薦により、保証人も担保も不要で、しかも
低金利で日本政策金融公庫から貸し出されるものです。

※ご利用いただける方の対象など、　詳細はお問合せください。

マル経融資マル経融資のご案内のご案内 ご利用の
手続き ご相談

お申込
商　工
会議所

推薦 ご融資
日本政策
金融公庫

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
経
営
相
談
レ
ポ
ー
ト

令
和
２
年
度
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今
回
のN

ijirig
uchi

の
主
人
公
は
、

2
0
1
2
年
枚
方
で
独
立
開
業
し
た

バ
イ
カ
イ
デ
ザ
イ
ン
㈱　
代
表
取
締
役　
佐

原
和
行 

氏(

45)

。
ク
リ
エ
イ
タ
ー
だ
。
バ

イ
カ
イ
デ
ザ
イ
ン
の
“
バ
イ
カ
イ
”
と
は
、

日
本
語
の
「
媒
介
」。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
抱

え
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
ま
つ
わ
る
想
い
や
課
題
に
、

様
々
な
情
報
を
整
理
し
な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン

の
力
で
実
現
・
解
決
に
近
づ
け
る
、
そ
ん
な

良
き
「
媒
介
役
」
に
な
り
た
い
と
屋
号
に
取

り
入
れ
た
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
秘
め
て
い
る
魅
力
や
伸

び
し
ろ
を
制
作
物
に
よ
っ
て
適
切
に
表
現
し
、

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
お
伝
え
す
る
、「
ま
ず
、

制
作
あ
り
き
」
で
は
な
く
、
販
売
促
進
の
成

果
や
社
内
外
に
対
す
る
効
果
、
そ
の
過
程
で

生
ま
れ
る
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
、
さ
ら
に
は
、
将

来
的
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
可
能
性
ま
で
見

据
え
な
が
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
接

点
を
創
る
」
こ
と
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
共
に

考
え
る
。
そ
れ
が
バ
イ
カ
イ
デ
ザ
イ
ン
だ
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
脈
に
よ
っ
て
可
能
性
は

無
限
大
、
最
強
の
付
加
価
値
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

1
9
7
5
年 

石
川
県
七
尾
市
で
生
ま

れ
、
大
阪
デ
ザ
イ
ナ
ー
専
門
学
校
を
卒
業
後
、

1
9
9
6
年 

株
式
会
社
コ
ト
ブ
キ
ア
ー
ツ（
大

阪
市
北
区
）に
入
社
。
約
12
年
間
勤
務
。
少

人
数
制
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
会
社
で
、
案
件
の

受
注
か
ら
制
作
物
が
完
成
し
納
品
す
る
ま
で
、

す
べ
て
の
工
程
に
く
ま
な
く
携
わ
っ
た
。
版

下
・
写
植
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
最
後
の

世
代
で
も
あ
り
、
こ
の
時
期
の
影
響
で
「
現

場
主
義
」
が
身
体
に
染
み
付
い
た
。
今
で
も

工
場
の
に
お
い
と
職
人
さ
ん
の
世
界
が
好
き

と
い
う
佐
原
氏
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
よ
っ
て

は
、
質
感
を
出
す
た
め
に
敢
え
て
版
下
・
写

植
な
ど
、
当
時
の
技
術
を
用
い
る
こ
と
も
あ

る
。
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
世
代
に
は
想

像
も
つ
か
な
い
芸
当
だ
ろ
う
。
2
0
0
9

年 

株
式
会
社
シ
ー
ネ
ッ
ト（
大
阪
府
吹
田
市
）

に
入
社
、
約
４
年
間
勤
務
。
前
職
か
ら
一
転
、

周
り
の
ス
タ
ッ
フ
の
数
も
増
え
、
求
め
ら
れ

る
役
割
も
変
わ
っ
た
。
社
内
ス
タ
ッ
フ
に
ど

う
伝
え
れ
ば
課
題
の
「
答
え
」
に
近
づ
け
る

の
か
。
目
指
し
た
の
は
、
ご
依
頼
案
件
を
通

じ
て
「
み
ん
な
が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ
る
」
こ

と
。
お
客
様
の
ご
要
望
か
ら
本
質
を
い
か
に

抽
出
し
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ

の
時
期
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

や
仕
事
の
意
義
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
2
0
1
2
年 

バ
イ
カ

イ
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
独
立
。
2
0
1
8
年
に

は
、
株
式
会
社
と
な
り
今
に
至
る
。

　
12
年
間
の
デ
ザ
イ
ン
・
製
版
・
印
刷
・
製

本
・
加
工
・
物
流
の
現
場
経
験
と
10
年
以
上

の
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ア
カ
ウ

ン
ト
と
し
て
の
活
動
実
績
が
、
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
要
望
に
対
し
、
企
画
提
案
・
デ
ザ
イ

ン
・
製
品
化
、
そ
し
て
納
品
ま
で
規
模
の
大

小
を
問
わ
ず
、
さ
ら
に
コ
ス
ト
面
に
も
考
慮

し
た
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
と
い
う
。

と
り
わ
け
重
要
な
の
が
、
こ
の
間
培
っ
て
き

た
「
人
脈
」。
時
に
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
、

時
に
は
協
業
し
、
人
脈
の
数
だ
け
提
案
の
幅

が
広
が
る
。
皆
が
帰
属
す
る
の
で
は
な
く
、

ゆ
る
い
繋
が
り
の
中
で
、
必
要
な
特
に
く
っ

つ
き
、
ま
た
離
れ
る
。
雫
の
よ
う
な
人
々
な

の
だ
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
想
い
を
引
き
出
し
、
形
に
す
る

　
佐
原
氏
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
と
の
関
係
性
。
な
ぜ
な
ら
、
依
頼
内

容
の
「
答
え
」
は
必
ず
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ご
自

身
が
持
っ
て
い
る
か
ら
。
周
辺
状
況
や
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
、
打
合
せ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
雑

談
の
中
か
ら
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
出
し
、
適
切

な
表
現
に
組
み
立
て
て
い
く
。
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
依
頼
に
コ

ミ
ッ
ト
し
、
そ
の
精
度
は
高
ま
る
。
会
う
→

話
す
→
理
解
す
る
、
を
常
に
心
が
け
る
。

　
そ
の
「
感
心
」
の
仕
事
ぶ
り
が
垣
間
見
れ

る
の
が
、
大
阪
府
箕
面
市
に
本
店
を
構
え
る

洋
菓
子
店
㈱
デ
リ
チ
ュ
ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン

ワ
ー
ク
。
共
通
の
知
人
に
オ
ー
ナ
ー
の
長
岡

シ
ェ
フ(

2
0
1
2
年
当
時)

を
紹
介
い
た
だ

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。
自
社
で
熟
成
管

理
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
産
の
ブ
リ
ー
・
ド
・

モ
ー
チ
ー
ズ
を
贅
沢
に
使
用
し
、
年
中
毎

日
、
そ
の
日
の
分
だ
け
を
焼
き
上
げ
る
「
デ

リ
チ
ュ
ー
ス
」
は
、
日
ご
と
に
お
い
し
さ
の

表
情
が
変
わ
る
。
そ
の
日
の
気
温
や
生
地
の

状
態
に
合
わ
せ
て
素
材
の
生
か
し
方
を
探
り
、

常
に
い
ち
ば
ん
ベ
タ
ー
な
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を

追
求
し
続
け
る
。
食
べ
る
た
び
に
新
鮮
で
、

飽
き
の
こ
な
い
手
づ
く
り
の
魔
法
の
お
菓
子
、

そ
れ
を
店
で
は
「
生（
い
き
）菓
子
」
と
呼
ん

で
い
る
。
顔
合
わ
せ
の
席
で
食
し
た
「
デ
リ

チ
ュ
ー
ス（
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
）」
の
衝
撃
、
信

条
、
地
域
の
顧
客
を
大
切
に
し
た
店
づ
く
り
、

何
よ
り
も
長
岡
シ
ェ
フ
の
自
然
体
な
人
柄
に
、

惚
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
会
う
→
話
す
→
理

解
す
る
、
を
飛
び
越
え
て
惚
れ
込
む
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
い
い
仕
事
が
で
き
な
い
わ
け
が

な
い
。

　
「
感
心
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
デ
ザ
イ
ン
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
メ
イ
キ
ン

グ
の
綿
密
さ
で
あ
る
。
提
案
型
デ
ザ
イ
ナ
ー

特
有
の
特
技
と
言
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
コ
ミ
ッ
ト
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
綿
密
に
な
る
。

　
こ
の
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
、
こ
れ

は
デ
リ
チ
ュ
ー
ス
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
み
な
ら

ず
、
お
店
の
あ
ら
ゆ
る
商
品
に
登
場
す
る
。

佐
原
氏
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
を
始
め
と
し
た
心
の
こ
も
っ
た
お
菓
子
た

ち
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
添
え
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
繋
が
る
は
ず
と
考
え
た
。
そ
れ

と
こ
れ
と
が
ど
う
な
っ
て
、
な
ぜ
こ
の
キ
ャ

ラ
達
が
登
場
す
る
の
か
。
な
ん
と
、
こ
の
子

た
ち
は
食
材
の
妖
精
だ
っ
た
の
で
す
。
り
ん

ご
、
チ
ー
ズ
、
牛
乳
、
卵
に
砂
糖
…
。
一
人
づ

つ
に
役
割
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
の

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
登
場
す
る
妖
精
は
、
そ

の
お
菓
子
に
使
わ
れ
て
い
る
食
材
そ
の
も
の
。

決
し
て
表
に
出
る
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
い
ざ

聞
か
れ
た
時
に
、
こ
れ
だ
け
奥
行
き
の
あ
る

お
話
が
出
て
く
る
、
し
か
も
お
店
側
も
パ
ッ

ケ
ー
ジ
や
P
O
P
を
作
る
際
に
自
然
と
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
決
ま
り
、
商
品
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
や
デ
ザ
イ
ン
の
方
向
性
も
無
理
な
く
決

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
々
の
商
品
作
り
の
こ

と
も
考
え
ら
れ
た
秀
逸
な
ア
イ
デ
ア
だ
。

経
営
基
盤
強
化
で
商
工
会
議
所
が
支
援

　
商
工
会
議
所
で
は
経
営
に
役
立
つ
情
報
を

常
に
発
信
し
、
経
営
基
盤
強
化
や
販
路
開
拓

な
ど
、
経
営
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
佐
原
氏
も
安
定
し
な
い
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
、
知

人
の
紹
介
で
商
工
会
議
所
の
門
戸
を
叩
い
た

一
人
だ
っ
た
。
そ
こ
で
支
援
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
当
所
の
大
塚
指
導
員
。
受

注
、
利
益
率
と
も
に
悪
く
な
い
、
し
か
し
家

計
を
考
え
る
と
少
し
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が

心
配
、
不
安
定
な
受
注
の
下
支
え
と
な
る
よ

う
な
運
転
資
金
を
日
本
政
策
金
融
公
庫（
以

降
、
公
庫
）で
調
達
し
た
直
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
当
所
中
小
企
業
相
談

所
と
連
携
し
て
い
る
大
阪
府
小
規
模
事
業
経

営
支
援
事
業
の
地
域
活
性
化
事
業
、
そ
の
う

ち
加
点
事
業
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
府

施
策
連
携
事
業
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
連
携

し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
価
値
の
創
出
事

業
」
と
し
て
、
当
所
で
は
「
メ
ッ
セ
ナ
ゴ
ヤ

２
０
１
９
」
へ
の
展
示
会
出
展
支
援
を
目
的

と
し
た
「
中
部
圏
販
路
開
拓
支
援
事
業
」
の

申
請
・
採
択
を
受
け
て
い
た
。
出
展
予
定
の

事
業
者
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー

を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
公
庫
の
金
融
支
援

を
通
じ
て
出
会
い
、
声
を
か
け
た
の
が
佐
原

氏
。
メ
ッ
セ
ナ
ゴ
ヤ
の
販
路
開
拓
支
援
と
し

てW
IN

-W
IN

の
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　
今
後
は
当
所
の
推
薦
に
も
と
づ
き
、
無
担

保
・
無
保
証
人
・
保
証
料
な
し
の
低
金
利

で
、 

最
大
2
、0
0
0
万
円
ま
で
ご
利
用
い

た
だ
け
る
国
の
公
的
融
資
制
度
、
マ
ル
経
資

金
の
活
用
も
可
能
。
当
所
と
連
携
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
更
な
る
盤
石
な
体
制
を
築
く
こ
と

が
で
き
そ
う
だ
。
大
塚
の
支
援
を
受
け
て
、

佐
原
氏
は
「
資
金
繰
り
に
は
創
業
当
初
か
ら

ず
っ
と
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
て
、
い
ざ
と
い
う
時
の
心

の
余
裕
が
で
き
、
な
ん
で
も
っ
と
早
く
商
工

会
議
所
に
相
談
し
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。」
と
当
時
の
思
い
を
語
る
。

「
バ
イ
カ
イ
」
に
う
っ
て
つ
け
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
誕
生

　

2
0
2
1
年
６
月
、H

IR
A
K
A
T
A
 

T
-SIT

E

内
に
当
所
の
新
し
い
拠
点
「＆

Lab
.

」
が
誕
生
し
た
。
こ
の
ロ
ゴ
デ
ザ

イ
ン
や
コ
ン
セ
プ
ト
メ
イ
キ
ン
グ
を
担
っ

た
の
が
、
佐
原
氏
で
あ
る
。＆

Lab
.

は

N
O
RT

H
 C

REA
T
O
RS C

LU
B

を
中
心

に
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、
マ
イ
ク
ロ
D
X
支
援
、
女
性
起
業
家

支
援
を
行
う
拠
点
で
、
普
段
は
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
商
談
ス
ペ
ー
ス（
登

録
制
）と
し
て
開
放
し
て
い
る
。
ク
リ
エ
イ

タ
ー
と
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
、
大
阪

産
業
局M

EBIC

と
連
携
し
、
相
互
に
ク
リ

エ
イ
タ
ー
が
行
き
来
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
。

M
EBIC

で
行
わ
れ
て
い
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
サ
ロ
ン
と
同
様
の
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
を

不
定
期
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
さ
に
佐
原
氏

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
バ
イ
カ
イ
」
に

よ
っ
て
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
続
け
る
場
所
が
で

き
た
。
北
大
阪
管
内
の
事
業
所
の
付
加
価
値

創
造
の
た
め
、
益
々
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

寄
り
添
う
デ
ザ
イ
ン
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

繋
ぐ
、
必
殺「
バ
イ
カ
イ
」人

Nijiriguchi
代表取締役　佐原和行 氏バイカイデザイン株式会社

https://baikai-design.jp/
〒573-1163 大阪府枚方市甲斐田新町85番３号
Phone：072-860-7666　Mobile：090-8575-1023

今回支援を行った大塚指導員

話に力の入る佐原氏
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「
三
十
石
船
」と

「
く
ら
わ
ん
か
舟
」の
登
場

◎ 

過
書
船
と
伏
見
船

慶
長
８
年（
1
6
0
3
）、
徳
川
家

康
は
幕
府
を
開
く
と
同
時
に
、
淀
川

の
重
要
性
に
着
目
し
、
船
の
運
行
を

統
制
す
る
た
め
過
書
船
の
制
を
定
め

た
。
淀
在
住
の
河
村
与
三
右
衛
門
、

木
村
宗
右
衛
門
を
過
書
奉
行
と
し
、

過
書
座
を
支
配
さ
せ
る
。
河
村
与
三

右
衛
門
の
死
後
、
京
都
の
角
倉
与
一

を
任
命
し
、
家
領
と
し
て
、
木
村
家

同
様
に
角
倉
家
に
も
三
十
石
以
上
の

過
書
船
か
ら
上
米（
あ
げ
ま
い
）を
徴

収
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
実
際
は
米

で
は
な
く
、
銀
又
は
銭
を
船
番
所
で

徴
収
し
た
。
ま
た
運
上
引
き
上
げ
を

条
件
に
、
両
家
に
対
し
、
自
由
に
船

数
の
増
減
を
決
定
で
き
る
権
限
を
認

め
た
。

一
方
、
元
禄
11
年（
1
6
9
8
）、

伏
見
の
経
済
復
興
の
た
め
、
運
上
金

納
入
を
条
件
に
、
伏
見
町
民
に
対
し

伏
見
船
が
許
可
さ
れ
る
。
伏
見
船
は

過
書
奉
行
の
管
轄
を
は
ず
れ
、
伏
見

奉
行（
後
に
伏
見
船
取
締
ま
り
）が
管

轄
し
、
独
自
に
貨
物
運
送
や
大
坂
・

伏
見
間
等
の
貨
客
運
送
を
行
っ
た
。

商
売
敵
の
登
場
に
、
過
書
座
が
抵
抗

し
、
一
旦
、
停
止
さ
れ
る
が
、
伏
見

の
町
が
寂
れ
た
た
め
、
再
度
、
許
可

さ
れ
た
。

明
治
に
い
た
る
ま
で
淀
川
筋
で
は
、

過
書
船
と
伏
見
船
が
並
行
し
て
運
航

さ
れ
、
大
い
に
舟
運
が
発
展
、
客
船
、

三
十
石
船
が
多
数
、
往
来
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

天
明
７
年（
1
7
8
7
）の
過
書
船

総
数
は
7
4
0
艘（
内
稼
動
、
4
9
5

艘
）、
伏
見
船
総
数
は
2
0
0
艘（
内

稼
動
、
1
5
1
艘
）だ
っ
た
。

慶
応
２
年（
1
8
6
6
）の
過
書

船
は
合
わ
せ
て
1
3
8
4
隻（
稼
動

4
7
4
隻
）あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
に
高
槻
柱
本
、
枚

方
を
根
拠
と
す
る
煮
売
茶
船
が
12

隻（
稼
動
10
隻
）と
さ
れ
、
こ
れ
が

「
く
ら
わ
ん
か
舟
」
で
あ
る
。（
参
考
、

「
近
世
淀
川
の
舟
運
」
日
野
照
正
著

枚
方
市
）

三
十
石
船

◎ 

乗
り
心
地
は
最
悪

三
十
石
船
は
旅
客
専
用
で
あ
る

が
、
狭
い
、
暗
い
、
と
ど
の
つ
ま
り

が
ト
イ
レ
な
し
、
乗
り
心
地
は
最
悪
。

「
お
ま
る
」
を
用
意
す
る
か
、
男
女

と
も
用
を
足
そ
う
と
す
れ
ば
水
夫

（「
か
こ
」
と
呼
ん
だ
。）に
声
を
か
け
、

川
な
か
の
島
に
と
め
て
も
ら
う
し
か

な
か
っ
た
。「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」

で
弥
次
喜
多
は
一
時
停
船
中
に
船
を

降
り
て
堤
防
で
用
を
た
す
が
、
こ
の

あ
と
戻
る
船
を
間
違
え
、
た
い
へ
ん

な
こ
と
に
…

こ
の
三
十
石
船
、
江
戸
時
代
、

２
百
数
十
年
間
な
ん
ら
サ
ー
ビ
ス
が

改
善
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
驚
き
で
あ

る
。
１
日
２
回
、
昼
船
、
夜
船
で
京

都
伏
見
の
京
橋
浜
と
、
大
坂
八
軒
家

浜（
現
在
の
京
阪
電
車
天
満
橋
駅
近

く
）を
往
復
し
た
。
下
り
は
流
れ
に

乗
る
の
で
半
日
６
時
間
、
ま
た
は
半

夜
、
上
り
は
そ
の
２
倍
１
日
12
時
間
、

ま
た
は
１
晩
を
要
し
た
。

客
の
定
員
は
28
人
、
乗
り
合
い
で

狭
く
、
広
重
の
絵
で
は
男
女
が
ぎ
っ

し
り
と
詰
め
合
い
、
あ
き
ら
め
の
表

情
で
あ
る
。
但
し
、
金
の
あ
る
者

は
、「
仕
切
り
」
と
い
う
こ
と
で
何

人
分
か
の
ス
ペ
ー
ス
を
金
銭
で
確
保

で
き
た
。
安
政
２
年（
1
8
5
5
）幕

末
の
志
士
清
河
八
郎
が
親
孝
行
と
や

ら
、
母
親
と
上
方
巡
り
の
旅（
日
記

「
西
遊
草
」
に
記
す
）に
出
た
と
き
伏

見
か
ら
、
何
席
か
を
仕
切
っ
て
い
る
。

郷
士
出
身
で
懐
具
合
が
よ
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。

な
お
客
は
、
出
発
時
に
別
料
金
で

座
布
団
を
借
り
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

淀
川
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
天
保

８
年（
1
8
3
7
）刊
行
の
「
増
補

登
船
独
案
内（
ぞ
う
ほ
の
ぼ
り
ぶ
ね

ひ
と
り
あ
ん
な
い
）」
は
三
十
石
船

を
利
用
す
る
人
の
た
め
に
発
行
さ
れ

た
。
大
坂
か
ら
京
都
ま
で
の
淀
川
両

岸
の
地
名
や
名
所
を
上
り
船
、
下
り

船
、
順
次
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
坂
と
伏
見
の
三
十
石
船

の
乗
り
場
や
船
宿
を
案
内
し
、
乗
り

場
は
大
坂
で
は
八
軒
家
、
道
頓
堀
、

東
横
堀
、
淀
屋
橋
に
、
伏
見
で
は
京

橋
、
蓬
莱
橋
、
阿
波
橋
、
平
戸
橋
に

あ
っ
た
。
船
宿
は
大
坂
と
伏
見
に
各

25
軒
ず
つ
掲
載
さ
れ
、
提
携
す
る
宿

が
決
ま
っ
て
い
て
、
大
坂
で
乗
船
す

れ
ば
、
伏
見
の
提
携
の
宿
の
浜
に
到

着
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

清
河
八
郎
が
借
り
た
座
布
団
は
上

り
、
１
畳
に
つ
き
18
文（
約
3
6
0

円
）、
下
り
、
24
文（
約
4
8
0
円
）

で
あ
っ
た
。

明
治
以
降
、
次
第
に
荷
積
船
へ
転

換
し
、
外
輪
蒸
気
船
が
貨
客
を
運
ぶ

よ
う
に
な
り
、
明
治
中
頃
は
淀
川
蒸

気
船
の
全
盛
時
代
と
な
る
。
水
夫
が

歌
っ
た
と
い
う
「
船
唄
」
の
一
部
で

あ
る
。

此
処
は
大
塚
榎
之
の
茶
屋
よ

　
　
　
向
ふ
は
枚
方
船
番
所
浦

こ
こ
は
ど
こ
よ
と
船
頭
衆
に
問
へ
ば

　
　
　
こ
こ
は
枚
方
鍵
屋
浦

こ
こ
は
枚
方
か
ぎ
や
の
浦
よ

　
　
　
綱
も
碇
も
手
に
つ
か
ぬ

鍵
屋
浦
に
は
碇
が
要
ら
ぬ

　
　
　
三
味
や
太
鼓
で
船
止
め
る

（
三
十
石
船
唄
抜
粋
）

く
ら
わ
ん
か
舟

◎ 

口
汚
い
の
も
客
の
楽
し
み

「
起
き
さ
ら
せ
」「
く
ら
わ
ん
か

い
」、
口
汚
い
の
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー

ク
、
三
十
石
船
の
旅
の
余
興
が
「
く

ら
わ
ん
か
舟
」、
枚
方
浜
に
近
づ
く

の
が
客
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
あ
っ

た
。
こ
の
舟
の
経
営
に
は
鑑
札
が

要
っ
た
。

三
十
石
船
に
漕
ぎ
寄
せ
、
船
縁
に

鈎
を
か
け
て
つ
な
ぎ
と
め
、
食
べ
物

を
売
っ
た
小
舟
が
「
く
ら
わ
ん
か

舟
」
で
あ
る
。
舟
に
は
小
さ
な
か
ま

ど
が
あ
り
、
煮
炊
き
し
た
牛
蒡
汁
、

酒
、
し
ん
こ
、
飯
、
小
芋
の
煮
し
め
、

味
噌
ぬ
り
の
餅
な
ど
を
売
っ
た
。
煮

売
船
、
茶
船
と
も
呼
ば
れ
、「
食
べ

ま
せ
ん
か
」
と
い
う
意
味
の
こ
の
あ

た
り
の
方
言
で
「
餅
く
ら
わ
ん
か
。

酒
く
ら
わ
ん
か
」
と
乱
暴
な
言
葉
で

売
り
つ
け
た
の
で
「
く
ら
わ
ん
か
舟
」

と
俗
称
さ
れ
た
。

伏
見
で
乗
っ
た
船
は
夜
中
に
枚
方

に
差
し
掛
か
る
。
客
は
う
と
う
と
。

す
る
と
浜
か
ら
煮
売
り
船
が
押
し
寄

せ
、
苫
を
め
く
り
、
寝
て
い
た
客
を

た
た
き
起
こ
す
。「
こ
ら
、
起
き
さ

ら
せ
」
と
口
汚
く
の
の
し
り
煮
売
り

を
始
め
る
。
う
わ
さ
に
聞
く
「
く
ら

わ
ん
か
舟
」
の
登
場
に
小
腹
の
す
い

て
い
た
客
の
食
欲
も
は
ず
む
。
今
も

変
わ
ら
ぬ
関
西
人
の
「
い
ち
び
り
」

が
関
東
の
旅
人
に
は
楽
し
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。

独
占
的
で
横
暴
な
商
い
を
で
き
た

の
は
大
坂
夏
の
陣
の
と
き
、
徳
川
家

の
た
め
に
高
槻
城
か
ら
兵
糧
米
２
万

石
を
運
ぶ
な
ど
の
功
績
で
幕
府
か
ら

公
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な

お
、
家
康
か
秀
忠
か
が
真
田
勢
に
淀

川
へ
り
に
追
わ
れ
、
危
機
一
髪
、
柱

本
の
一
漁
夫
に
助
け
ら
れ
た
ご
褒
美

で
、
独
占
営
業
、
粗
言
御
免
と
さ
れ

た
と
い
う
俗
説
も
あ
る
。

◎ 

高
槻
柱
本
が
発
祥
と
か

「
く
ら
わ
ん
か
舟
」
で
は
、
食
べ

た
茶
碗
の
枚
数
で
料
金
を
計
算
し
た

そ
う
で
、
数
を
減
ら
す
た
め
川
に
放

り
込
む
客
も
あ
っ
た
。
伊
万
里
焼

（
長
崎
県
波
佐
見
焼
が
有
名
）の
日
常

磁
器
が
多
く
、「
く
ら
わ
ん
か
茶
碗
」

と
呼
ば
れ
、
明
治
以
降
、
淀
川
改
修

の
と
き
な
ど
に
川
底
か
ら
発
見
さ
れ

珍
重
さ
れ
た
。

「
く
ら
わ
ん
か
舟
」
発
祥
は
、
そ

も
そ
も
は
枚
方
か
ら
４
キ
ロ
下
流
の

摂
津
島
下
郡
柱
本
村
と
い
う
。
こ
の

た
め
高
槻
で
は
「
く
ら
わ
ん
か
舟
」

の
発
祥
は
柱
本
と
称
し
、
発
祥
の
地

の
石
碑
も
あ
る
。

当
初
は
商
売
の
か
た
わ
ら
、
枚
方
、

泥
町
の
船
番
所
の
公
用
を
果
た
す
た

め
、
柱
本
の
茶
船
が
枚
方
へ
や
っ
て

き
た
。
そ
れ
が
不
自
由
と
、
寛
永
12

年（
1
6
3
5
）、
柱
本
の
亀
屋
源
三

郎
、
１
艘
が
枚
方
へ
引
っ
越
し
、
煮

売
り
商
売
を
始
め
、
公
用
も
果
た
し

た
。
同
年
、
枚
方
の
五
兵
衛
が
、
天

の
川
洪
水
の
と
き
公
用
の
飛
脚
を
渡

す
な
ど
の
功
績
に
よ
り
、
過
書
座
か

ら
茶
船
１
艘
の
許
可
を
受
け
、
合
わ

せ
て
２
艘
が
枚
方
の
茶
船
と
し
て
活

動
を
始
め
た
。
こ
れ
が
枚
方
「
く
ら

わ
ん
か
舟
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

枚
方
浜
の
地
の
利
で
、
枚
方
の

「
く
ら
わ
ん
か
舟
」
が
増
え
る
。
元

禄
12
年（
1
6
9
9
）に
は
伏
見
船
の

茶
船
も
許
可
さ
れ
、
合
わ
せ
て
６
艘

に
、
宝
永
７
年（
1
7
1
0
）の
伏
見

船
停
止
後
は
、
過
書
船
の
枚
方
茶
船

は
源
三
郎
、
五
兵
衛
、
八
兵
衛
、
新

七
、
治
兵
衛
、
九
兵
衛
の
６
隻
で

あ
っ
た
。
伏
見
船
の
再
許
可
後
、
伏

見
船
３
艘
が
加
わ
り
、
合
わ
せ
て
９

艘
と
な
る
。
鑑
札
が
出
さ
れ
運
上
金

は
免
除
さ
れ
た
が
、
義
務
と
し
て
水

上
警
備
、
で
き
死
人
の
捜
査
、
船
番

所
役
人
の
出
張
時
の
御
用
、
文
書
の

配
送
な
ど
の
公
務
を
行
っ
た
。
朝
鮮

通
信
使
来
訪
時
の
連
絡
役
も
務
め
た
。

煮
売
り
専
売
の
特
権
は
か
な
り
強
力

で
、
淀
川
筋
で
許
可
以
外
の
船
が
見

つ
か
れ
ば
柱
本
や
枚
方
以
外
で
も
過

書
奉
行
や
大
坂
町
奉
行
に
訴
え
出
て
、

断
固
、
排
除
し
て
い
る
。

◎ 

鍵
屋
太
兵
衛
、
新
規
参
入
を
狙
う

さ
て
、
こ
こ
で
鍵
屋
太
兵
衛
の
こ

と
を
紹
介
し
よ
う
。
鍵
屋
太
兵
衛
は

「
く
ら
わ
ん
か
」
商
い
に
新
規
参
入

を
狙
っ
た
。

安
永
年
間（
1
7
7
2
～
８ 

０
）、

枚
方
浜
で
餅
屋
が
上
り
下
り
の
船

に
商
い
を
始
め
た
の
で
、
茶
船
持

（
鑑
札
を
持
つ
許
可
業
者
）が
抗
議
し

た
。
大
半
は
す
ぐ
に
止
め
た
と
い
う

の
に
、
鍵
屋
太
兵
衛
と
、
山
城
屋
新

六
は
「
太
兵
衛
儀
は
60
年
以
前
、
新

六
は
21
年
以
前
よ
り
牧
方
海
道
浦
手

浜
へ
罷
出
、
通
行
之
船
エ
餅
抔
売
り

来
り
申
候
」
と
浜
で
の
実
績
を
述
べ
、

三
十
石
船
の
な
か
に
乗
り
込
ん
で
船

内
販
売
を
し
た
の
は
売
り
子
の
心
得

違
い
で
不
調
法
で
あ
っ
た
、
と
言
い

訳
し
、
片
宿
で
困
窮
し
て
い
る
と
訴

え
、
そ
の
ま
ま
販
売
を
続
け
た
。
鑑

札
業
者
が
大
坂
町
奉
行
に
営
業
中
止

を
訴
え
出
、
こ
の
結
果
、
町
奉
行
か

ら
、
浜
は
別
と
し
て
船
に
乗
り
込
ん

で
の
商
い
は
禁
ず
る
旨
命
じ
ら
れ
る
。

そ
れ
で
も
太
兵
衛
等
は
止
め
ず
、
こ

れ
を
見
た
別
の
４
人
の
業
者
が
加
わ

る
始
末
で
、
こ
の
騒
動
は
結
局
、
三

矢
村
の
村
役
人
が
、
柱
本
茶
船
に
対

し
て
今
後
一
切
餅
商
い
を
さ
せ
な
い

と
い
う
誓
約
を
行
っ
て
決
着
を
み
た
。

太
兵
衛
ら
の
敗
北
で
あ
っ
た
。
既
得

権
益
は
昔
も
強
か
っ
た
。
鍵
屋
の

名
が
確
実
に
史
料
に
見
ら
れ
る
の
は

安
永
２
年（
1
7
7
3
）の
煮
売
舟
関

係
の
こ
れ
ら
の
訴
訟
文
書
「
高
槻
柱

本
浜
家
文
書
」
だ
と
の
こ
と
。
鍵
屋

も
や
や
不
本
意
な
こ
と
で
名
を
残
し

た
も
の
だ
が
、
し
か
し
既
得
権
益
打

破
の
た
め
、
必
死
に
抵
抗
し
た
太
兵

衛
等
の
奮
闘
、
こ
れ
だ
か
ら
こ
そ
明

治
に
な
っ
て
も
堤
丁
で
た
っ
た
１
軒
、

旅
館
と
し
て
生
き
残
り
、
昭
和
の
時

代
ま
で
経
営
を
続
け
、
枚
方
の
老
舗

料
亭
「
鍵
屋
」
と
し
て
や
っ
て
こ
ら

れ
た
の
だ
。
そ
の
根
性
は
見
習
う
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。

（
参
考
、「
枚
方
市
史
第
３
巻
」
枚
方
市
）

◎「
鍵  

屋
」＝‌�

市
立
枚
方
宿
鍵
屋
資

料
館
、
枚
方
公
園
下
車
、

淀
川
方
向
へ
徒
歩
６
分

火
曜
日
休
館

◎
船
番
所
跡　

‌�

鍵
屋
資
料
館
か
ら
東
へ

徒
歩
３
分
、
淀
川
堤
防
下

若冲作　乗興舟（牧方）

広重著　京都名所之内　淀川

「
三
十
石
船
」と「
く
ら
わ
ん
か
舟
」

「
起
き
さ
ら
せ
」「
く
ら
わ
ん
か
い
」鍵
屋
太
兵
衛
、
新
規
参
入
を
狙
う

京
街
道
編

North Notes of Historia
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今
月
は
、
北
大
阪
商
工
会
議
所
青
年
部
の

会
員
拡
大
親
睦
委
員
会
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
会
員
拡
大
親
睦
委
員
会
の
芳

沢
委
員
長
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
し
て
、
令

和
２
年
度
会
員
拡
大
親
睦
委
員
会
委
員
長 

山

下 

裕
く
ん
、
平
成
30
年
度
会
員
拡
大
親
睦
委

員
会
委
員
長 

大
野
淳
子
く
ん
に
会
員
拡
大
の

秘
訣
や
心
が
け
に
つ
い
て
、
体
験
談
を
通
し

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

芳
沢
委
員
長　
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
私
自
身
が
今
年
度
会
員
拡
大
親
睦

委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
る
に
あ
た
り
、
現

在
の
社
会
情
勢
の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
り
苦
心
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
じ
道
を

通
っ
て
来
ら
れ
た
先
輩
に
会
員
拡
大
や
新
入

会
員
の
皆
さ
ん
と
の
親
睦
に
つ
い
て
ご
指
南

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
、
こ
の
場
を
設
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

早
速
で
す
が
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
入

会
を
お
勧
め
す
る
に
も
、
新
入
会
員
さ
ん
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
に
も
制
限
が

多
く
、
歯
が
ゆ
く
感
じ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
山
下
さ
ん
も
昨
年
コ
ロ
ナ
禍
で
委
員

長
を
務
め
ら
れ
て
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

 

山
下
く
ん　
私
自
身
、
拡
大
は
「
縁
の
も

ん
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
苦
労
し
た
こ
と

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
会
議
がZoom

で

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
各
委
員
長

に
会
員
拡
大
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、

ど
う
し
て
も
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
難
し

い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
で

す
の
で
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
い

た
時
に
は
、
北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
を
伝
え

る
為
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
方
に
実

際
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
40
周
年
を
迎
え
る
令
和
４
年
度
に

は
、
北
大
阪
で
全
国
会
長
研
修
会
を
開
催
す

る
こ
と
も
あ
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ

メ
ン
バ
ー
が
北
大
阪
に
来
ら
れ
ま
す
。
そ
の

方
々
を
北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
で
お
も
て

な
し
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に

も
昨
年
は
多
く
の
飲
食
店
の
方
に
何
度
も
ご

説
明
に
上
が
り
、
入
会
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

芳
沢
委
員
長　
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

度
も
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
の
会
員
拡
大
で

す
の
で
、
会
え
な
い
中
で
い
か
に
魅
力
を
伝

え
る
か
、
拡
大
の
意
味
を
各
メ
ン
バ
ー
に
伝

え
ら
れ
る
か
が
課
題
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

大
野
さ
ん
は
目
標
を
大
き
く
上
回
る
会
員

拡
大
を
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
か
、
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
？

大
野
く
ん　
私
自
身
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
と
て

も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
魅
力

を
伝
え
る
と
い
う
よ
り
、
私
が
楽
し
ん
で
い

る
姿
を
見
た
方
々
か
ら
「
そ
ん
な
に
Ｙ
Ｅ

Ｇ
っ
て
楽
し
い
の
？
」
と
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
仕
事
面
で
も
、
仕

事
以
外
の
面
で
も
自
分
自
身
が
人
と
し
て
大

き
く
成
長
で
き
る
場
所
だ
と
い
う
こ
と
を
伝

え
、
会
話
を
交
わ
す
中
で
ご
本
人
か
ら
入
会

し
た
い
と
言
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
ね
。
私
自
身
か
ら
「
入
会
し
て
く

だ
さ
い
」
と
言
っ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
と
思

い
ま
す（
笑
）

そ
の
上
、
同
期
委
員
長
と
も
仲
が
良
か
っ

た
の
で
、
自
然
と
会
員
拡
大
に
協
力
し
て
く

れ
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
私
が
新
入
会
員
の

フ
ォ
ロ
ー
に
回
り
た
い
と
い
う
話
を
す
る
と
、

委
員
会
メ
ン
バ
ー
も
同
期
委
員
長
も
私
の

フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で

思
う
存
分
、
新
入
会
員
の
フ
ォ
ロ
ー
に
集
中

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

芳
沢
委
員
長　
入
会
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
大
事

だ
と
の
こ
と
で
す
が
、
お
二
人
は
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

山
下
く
ん　
と
に
か
く
新
入
会
員
さ
ん
の
名

刺
を
見
て
名
前
を
覚
え
る
の
に
必
死
に
な
り

ま
し
た（
笑
）。
例
会
や
委
員
会
な
ど
に
何
度

も
出
席
し
て
も
ら
え
る
方
は
、
す
ぐ
に
顔
と

名
前
が
一
致
す
る
の
で
す
が
、
そ
う
で
な
い

と
中
々
難
し
か
っ
た
で
す
ね（
笑
）　

初
め
て
所
属
す
る
委
員
会
の
委
員
長
は
私

だ
け
な
の
で
、
新
入
会
員
さ
ん
か
ら
は
す
ぐ

に
覚
え
て
も
ら
え
る
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
が

覚
え
き
れ
て
い
な
い
と
「
覚
え
て
も
ら
え
て

な
い
！
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
の
が
辛
く
て

必
死
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
限
ら
れ
た
厳
し
い
状
況
で
の

活
動
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
年
齢
や
立
場
を

超
え
て
北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

気
負
い
無
く
、
各
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

で
き
る
限
り
リ
ア
ル
で
会
え
る
状
況
を
作
り

ま
し
た
。
と
に
か
く
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
に

何
か
一
つ
で
も
入
会
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

大
野
く
ん　
例
会
時
に
は
新
入
会
員
さ
ん
を

周
り
の
メ
ン
バ
ー
さ
ん
に
紹
介
し
て
回
る
な

ど
、
新
入
会
員
さ
ん
が
次
に
参
加
し
や
す
い

環
境
を
作
る
努
力
を
し
ま
し
た
。
忙
し
い
か

ら
と
委
員
会
や
例
会
に
参
加
さ
れ
な
く
な
る

と
、
ど
ん
ど
ん
足
が
遠
の
い
て
し
ま
う
の
で
、

と
に
か
く
参
加
し
て
一
人
で
も
多
く
の
知
り

合
い
を
増
や
し
て
、
〇
〇
さ
ん
に
会
え
る
か

ら
参
加
し
よ
う
！
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。

芳
沢
委
員
長　
そ
う
で
す
ね
。
お
二
人
の
貴

重
な
お
話
を
伺
っ
て
、
会
員
拡
大
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
改
め
て
入
会
い
た
だ
い
た
新
入

会
員
の
皆
さ
ん
に
、
北
大
阪
Y
E
G
の
魅
力

を
い
か
に
伝
え
、
満
足
し
て
も
ら
え
る
か
、 

居
場
所
を
作
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
か
が
大

切
で
、
そ
の
結
果
が
今
後
の
会
員
拡
大
に
繋

が
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
学
ぶ
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
日
は
貴
重
な
お
時
間
を
い
た
だ
き
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
はZoom

や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
例

会
や
委
員
会
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
会
社
や

自
宅
か
ら
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
設

え
の
中
、Zoom

で
の
研
修
会
や
親
睦
会
が

新
入
会
員
さ
ん
だ
け
で
な
く
O
B
の
先
輩
方

に
も
参
加
し
や
す
い
と
好
評
で
し
た
。

　
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と
充
分
に
交

流
を
図
る
ま
で
に
は
少
し
時
間
が
か
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
る
、
当
事
者
た
れ
~
自
ら
の
Y
E
G
を

自
ら
愉
し
く
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
~
の
通
り
、 

少
し
で
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
例

会
や
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
Y
E
G
活
動
を
愉
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
今
年
度
理
事
メ
ン
バ
ー
一
丸
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
北
大
阪
Y
E
G
の
魅
力
を
伝

え
る
会
員
拡
大
及
び
会
員
親
睦
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

せいしょう
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TEL：072-843-5163　FAX：072-841-0173　北大阪商工会議所青年部事務局　http://kitaosaka-yeg.jp/

ご興味のある方は
こちらへ　　

2021年度スローガン

2021年度会長　加 藤 秀 継

当事者たれ！
〜⾃らのYEGを⾃ら愉しくデザインしよう〜

商工会議所青年部【YEG】は
次代の地域経済を担う
若手経営者の集まりです。

会員募集

第252号

Young Entrepreneurs
 Group Informaition

令和３年度 会員拡大親睦委員会委員長 
芳沢千恵子くん

令和２年度 会員拡大親睦委員会委員長
山下　裕くん

平成30年度 会員拡大親睦委員会委員長
 大野淳子くん



税理士  深 堀 雅 展税理士・公認会計士が語る！

令和３年度税制改正③　資産課税

ちょっと一息つきませんか？

18 The NORTH 2021 September The NORTH 2021 September 17

Column Column

T

he 

N
O
RT
H
の
読
者
の
皆
様
、
こ

ん
に
ち
は
。
公
認
会
計
士
・
税
理

士
の
深
堀
雅
展
で
す
。

海
外
の
マ
ラ
ソ
ン
で
は
ホ
ノ
ル
ル
に
続
い

て
、
６
年
前
に
シ
カ
ゴ
マ
ラ
ソ
ン
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
を

走
る
ホ
ノ
ル
ル
と
は
違
っ
て
、
シ
カ
ゴ
マ
ラ

ソ
ン
は
大
き
な
起
伏
も
な
く
平
坦
な
コ
ー
ス

で
マ
ラ
ソ
ン
初
心
者
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い

コ
ー
ス
か
と
思
い
ま
し
た
。
秋
場
に
開
催
さ

れ
、
い
い
天
気
に
恵
ま
れ
気
持
ち
が
い
い
マ

ラ
ソ
ン
で
し
た
。

今
月
号
は
、
前
月
号
に
引
き
続
き
、
令
和

３
年
度
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
解
説
い
た
し

ま
す
。
今
月
号
で
は
、
資
産
課
税
に
つ
い
て

解
説
い
た
し
ま
す
。

外
国
人
に
係
る
相
続
税
等
の

納
税
義
務
の
見
直
し

高
度
外
国
人
材
等
の
日
本
で
の
就
労
を
促

進
す
る
観
点
か
ら
、
就
労
等
の
た
め
に
日
本

に
居
住
す
る
外
国
人
が
死
亡
し
た
際
、
そ
の

居
住
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
に
居
住
す

る
家
族
等
が
相
続
に
よ
り
取
得
す
る
国
外
財

産
を
相
続
税
の
課
税
対
象
と
し
な
い
こ
と
と

な
り
ま
し
た（
贈
与
税
に
つ
い
て
も
同
様
）。

日
本
に
住
ん
で
い
る
在
留
資
格
を
持
っ
て

い
る
人
が
日
本
で
亡
く
な
っ
た
際
に
、
日
本

に
短
期
的
に
住
ん
で
い
る
在
留
資
格
を
持
っ

て
い
る
人
や
外
国
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
等

が
、
そ
の
被
相
続
人
か
ら
相
続
等
に
よ
り
取

得
す
る
国
外
財
産
に
は
相
続
税
は
課
税
さ
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。（
図
表
参
照
）

　

‌�

住
宅
取
得
等
資
金
に
係
る

贈
与
税
の
非
課
税
措
置
の
拡
充

住
宅
取
得
等
資
金
の
贈
与
税
の
非
課
税
の

特
例
の
現
行
制
度
の
拡
充
や
適
用
要
件
の
一

部
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑴
内
容

20
歳
以
上（
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
）の

者
が
、
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
父
母
や
祖
父
母
な

ど
の
直
系
尊
属
か
ら
自
己
の
居
住
の
用
に
供

す
る
一
定
の
家
屋
の
新
築
、
取
得（
家
屋
と

と
も
に
取
得
す
る
土
地
等
の
取
得
を
含
み
ま

す
）又
は
増
改
築
等
の
対
価
に
充
て
る
た
め

の
金
銭（
以
下
「
住
宅
取
得
等
資
金
」
と
い

い
ま
す
）の
贈
与
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
き
は
そ
の
住
宅
取

得
等
資
金
の
う
ち
非
課
税
限
度
額
ま
で
の
金

額
に
つ
い
て
贈
与
税
が
非
課
税
と
さ
れ
る
制

度
の
こ
と
で
す
。

こ
の
非
課
税
制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
、

贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年
２
月
１
日
か
ら
３

月
15
日
ま
で
の
間
に
、
贈
与
税
の
申
告
書
に

こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
の

記
載
を
し
た
う
え
で
、
一
定
の
書
類
を
添
付

し
て
税
務
署
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑵
非
課
税
限
度
額

非
課
税
制
度
に
つ
き
、
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
３
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
住

宅
用
家
屋
の
新
築
等
に
係
る
契
約
を
締
結
し

た
場
合
に
お
け
る
非
課
税
限
度
額
が
、
左
記

の
と
お
り
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

３
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
の
非
課
税
限
度
額

と
同
額
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

❶‌�

特
別
住
宅
資
金
非
課
税
限
度
額（
消
費

税
等
の
税
率
が
10
％
で
あ
る
場
合
）

　
a ‌�

省
エ
ネ
等
住
宅　
１
、2
0
0
万
円

⇒

 

１
、5
0
0
万
円

　
b ‌�

省
エ
ネ
等
住
宅
以
外　
7
0
0
万
円

⇒

 

１
、0
0
0
万
円

❷‌�

住
宅
資
金
非
課
税
限
度
額（
上
記
①
以

外
の
場
合
）

　
a ‌�

省
エ
ネ
等
住
宅　
　

8
0
0
万
円

⇒

 

１
、0
0
0
万
円

　
b ‌�

省
エ
ネ
等
住
宅
以
外　
3
0
0
万
円

⇒

 

5
0
0
万
円

省
エ
ネ
等
住
宅
と
は
、
省
エ
ネ
等
基
準
に

適
合
す
る
住
宅
用
の
家
屋
で
あ
る
こ
と
に
つ

き
、
一
定
の
書
類
に
よ
り
証
明
さ
れ
た
も
の

を
い
い
ま
す
。

⑶
床
面
積

受
贈
者
が
贈
与
を
受
け
た
年
分
の
所
得
税

に
係
る
合
計
所
得
金
額
が
１
、0
0
0
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
床
面
積
要
件
の

下
限
が
40
㎡
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

50
㎡
以
上
2
4
0
㎡
以
下 ⇒

 

40
㎡
以
上

2
4
0
㎡
以
下

⑷
適
用
時
期

上
記
の
改
正
は
、
令
和
３
年
１
月
１
日
以

後
に
贈
与
に
よ
り
取
得
す
る
住
宅
取
得
等
資

金
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

12
月
で
長
年
続
け
て
き
ま
し
た
連
載
を
辞

退
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
最

後
に
“
生
産
性
向
上
”
に
取
り
組
む
原
則
を

整
理
し
て
、
長
年
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
お
礼

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

前
回
は
競
争
力
強
化
の
要
件
を
“
差
別

化
”
の
視
点
か
ら
考
え
ま
し
た
。
今
回
は
そ

の
課
題
に
取
り
組
む
大
前
提
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。

１
、
現
状
分
析

ま
ず
大
事
な
こ
と
は
現
状
分
析
で
す
。
何

事
も
同
じ
で
す
が
的
確
な
現
状
分
析
が
で
き

れ
ば
問
題
の
半
分
は
解
決
し
た
に
等
し
い
価

値
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
看
護
施
設
で
の
こ
と
で
し
た
。
最
初

の
相
談
は
、
何
日
も
の
徹
夜
の
結
果
、
事
業

所
内
で
段
ボ
ー
ル
を
敷
い
て
眠
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
社
長
の
多
忙
さ
を
解

決
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
社
長
の
仕
事

の
現
状
を
記
述
し
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
そ

れ
を
見
つ
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
全
て
社
員
に
任

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

す
べ
て
を
取
り
仕
切
っ
て
会
社
を
立
ち
上
げ

て
き
た
創
業
者
に
よ
く
あ
る
こ
と
で
し
た
。

任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
仕
事
を
標
準
化
し
て

任
せ
た
結
果
、
社
長
は
定
時
に
退
社
で
き
、

本
来
の
経
営
職
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

次
は
任
せ
ら
れ
た
幹
部
社
員
の
多
忙

度
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
同
様
に
仕

事
の
現
状
を
記
述
し
て
み
る
と
、
外
部

か
ら
の
電
話
応
対
に
要
す
る
時
間
が
半

分
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
関
係

各
部
門
と
の
連
絡
調
整
が
必
要
な
た
め

幹
部
社
員
の
仕
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
も
部
下
に
任
せ
ら
れ
な
い
か
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
仕
事

の
要
点
や
注
意
事
項
を
整
理
し
て
標
準

化
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

電
話
の
受
付
は
す
べ
て
部
下
社
員
に
任

せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
幹
部
社
員
は

社
長
の
補
佐
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

以
上
２
例
の
い
ず
れ
も
現
状
分
析
で

解
決
の
方
向
が
一
気
に
明
確
に
な
っ
た

も
の
で
、
現
状
分
析
が
い
か
に
重
要
か

を
物
語
る
も
の
で
し
た
。

 

２
、
核
心
的
原
因
の
追
究

問
題
を
解
決
す
る
と
き
に
大
事
な
こ
と
は

核
心
的
原
因
の
追
及
で
す
。

（
塗
装
会
社
の
事
例
）

そ
こ
で
は
請
求
書
を
毎
月
期
日
通
り
に
発

送
で
き
た
た
め
し
が
な
く
、
そ
の
結
果
、
月

末
に
大
変
多
忙
に
な
る
の
を
改
善
し
た

い
と
い
う
の
が
問
題
で
し
た
。

そ
こ
で
ナ
ゼ
遅
れ
る
か
そ
の
原
因
を

調
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
大
の
原

因
は
仕
入
れ
先
か
ら
の
請
求
書
が
遅
れ

る
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
提
案
し
た
こ

と
は

・‌�

請
求
書
を
決
め
た
期
日
迄
に
送
っ
て

も
ら
う
こ
と

・‌�

遅
れ
た
ら
翌
月
回
し
に
な
る
こ
と

を
仕
入
れ
先
に
連
絡
す
る
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
で
長
年
の
問
題
が
一
気
に
解
決
し

ま
し
た
。

大
事
な
こ
と
は
、
取
引
先
に
は
大
変

厳
し
い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
が
取
引
先

に
と
っ
て
も
改
善
を
促
し
、
大
変
有
益

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
私
の
経
験
よ
り
）－

拙
著
「
生
産
性

向
上
は
こ
う
す
る　
幻
冬
舎
版

－

ま
え

が
き
」
よ
り
引
用

－

事
業
部
再
建
の
課
題
は
、
赤
字
体
質
か
ら

の
改
善
は
も
と
よ
り
で
す
が
、
工
場
の
残
業

過
多
や
品
質
不
良
に
代
表
さ
れ
る
生
産
性
悪

化
の
“
核
心
的
原
因
は
何
か
”
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

原
因
は
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
核
心
的
原

因
は
“
取
り
扱
い
機
種
の
多
さ
”
で
し
た
。

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
比
し
て
売
り
上
げ
は
半

分
で
機
種
の
数
は
２
倍
、
一
機
種
当
た
り
の

生
産
高
は
な
ん
と
１
／
４
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
２
年
間
で
機
種
数
を
１
／
２
に

す
る
と
い
う
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
営
業

第
一
線
か
ら
の
抵
抗
は
極
め
て
大
き
か
っ
た

の
で
す
が
、
機
種
数
の
削
減
が
生
産
性
を
高

め
、
競
争
力
を
強
化
し
、
ひ
い
て
は
顧
客
満

足
度
を
高
め
る
た
め
の
カ
ギ
に
な
る
と
確
信

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
決
し
て
方
針
が
ぶ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
果
、
赴
任
し
て
初
年
度
に
単
年
度
黒

字
を
達
成
、
２
年
後
に
は
機
種
数
半
減
に

成
功
し
て
、
残
業
ゼ
ロ
、
品
質
大
幅
改
善

を
果
た
し
、
取
引
先
に
「
“
燃
え
る
軍

団
”
に
な
り
ま
し
た
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
問
題
山
積
の
中
で
“
機
種
数
が
多

い
”
と
い
う
核
心
的
原
因
を
把
握
し
て
、
そ

の
１
点
に
集
中
対
処
し
た
成
果
で
し
た
。

以
上
、
“
現
状
分
析
”
と
“
核
心
的
原
因

の
把
握
”
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

日本に滞在中に
死亡した外国人
（被相続人）の

滞在期間

相続人が外国に居住
（例：本国に住む家族）

相続人が日本に居住
（相続開始前15年中

10年以下）

改
正
前

10年以下 日本国内の財産のみ課税

10年超 日本国内及び国外の財産に課税

改
正
後

入管法別表第一の
在留資格で居住

（居住期間を問わない）

日本国内の財産にのみ課税
（国外財産に課税しない）

平石経営研究所
経営コンサルタント

平 石 奎 太

TEL
072-855-5410

E-mail
kei-hiraishi@nifty.com

シリーズ
「タネは身近に」

「人手不足」と
「働き方改革」は

生産性向上で
その44

事
例
に
学
ぼ
う

競
争
力
強
化
へ
の
道

― 改善の大前提 ―



  交野市商業連合会は交野中央商店会、交野駅前商店会、星
田駅前商店会、郡津商工会、郡津駅前商店会、広域商店会か
ら構成されており、現在、191件の事業所が加盟しています。
　今年も交野市商業連合会が主催となって「交野ショーレン
バル」を10月17日（日）～10月24日（日）に開催をします。交
野市をはじめとした近隣地域のお店にご参加いただき、年に
一度の事業です。地域活性化の活動にご協力をお願いします。

----交野市の商店を元気にする！　昭和49年結成の連合会　交野市商業連合会様をご紹介いたします。

-----ポータルサイト活用について、感想をお聞かせください。
「交野ショーレンバル」をはじめとしたイベント情報や交野商業連合会に加盟しているお店の情報などを、地域ポータルサ
イト「織姫ねっと」で、交野商業連合会のニュースとして情報発信しています。地域の人だけでなく、多くの人に交野市の
魅力を知ってもらえるきっかけとなるよう活用しています。　　 -----お声を聞かせていただきありがとうございました！

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくん

まいぷれ通信まいぷれ通信
地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで 〜 交野市商業連合会 〜

名　　称　交野市商業連合会
住　　所　〒576-0052 交野市私部１丁目１-２　　　電話番号　072-892-6700

ひらかたポイントは４月１日よりアプリ＆QR化での活用になりました。現在協力店舗募集中です。ひらかたポイントは４月１日よりアプリ＆QR化での活用になりました。現在協力店舗募集中です。

ひらかたポイントNEWSひらかたポイントNEWS
55年以上の経験と目利き 果実沢正（ABCセンター）
枚方市宮之下町７-22　　 TEL：072-854-3111
京阪本線枚方市駅より枚方公園駅前行に乗り、桑ケ谷バス停下車徒歩１分

店内にはフルーツのいい香りがひろがって、とても幸せな気持ちになる事間違いないです。リンゴも蜜たっぷりでとても
美味しいです。この地域で果物を売って55年。 赤いハチマキがトレードマーク【赤ハチの沢正】の大将です。
地域の新鮮野菜・季節の果物・野菜の事なら大将にお任せ下さい!!地域送・お歳暮・お中元もされているので、目利きの
大将にお気軽にご相談ください。

━事業所内容をお聞かせください
この地域で55年美味しいものを探して格安にて販売しています。
美味しいものを厳選し、こだわった果物・野菜のみ店頭に
おいています。
―具体的にはどのような工夫をされているのでしょうか。
バナナ一品でも味にこだわって極撰しか売りません！西瓜
は地域の一番を売るようにしています。
━どのようなお客様が多いですか。
味にこだわったお客様が多いです。今日のおススメや、旬
のものを購入されたりしています。よく利用されるお客様
は、ひらかたポイントを利用できると嬉しいとのお声をい

ただいています。
━ひらかたポイントの取り組みをお聞かせ下さい。
店内に、ひらかたポイントのポップやシールを貼っている
ので、お客様からカードやアプリを提示されます。
お持ちでない方には、カードやアプリの取得をおすすめし
ています。
━お客様の反応はいかがでしょう。
ABCセンター内の他店舗でも使えるひらかたポイントは、
大変好評いただいていますよ。100円で１ポイント貯まる
ので、貯めやすい！と、喜んでもらっています。
━お声を聞かせていただきありがとうございました！

---kcci@ビジマガについてお聞かせいただけますか。
ビジネスマガジン毎回楽しく拝見させていただいています。月２回の配信で、いつも新しい情報、身近な発見がないかと
見入っております。これからも新鮮で分かり易いメールマガジン宜しくお願い致します。

---お声を聞かせていただきありがとうございました！

Kcci@ビジマガ配信（北大阪商工会議所ビジネスマガジン）
月２回（毎月第２・第４木曜日）ビジネスの最新情報・経営お役立ち情報満載

株式会社 TSUNE 代表取締役 常　隼人 様をご紹介します
---事業内容をお聞かせください。
創業40年、大手ゼネコンの下請けとして、総
合病院・大学・大型商業施設・戸建て・賃貸
物件等、近畿一円で内装仕上げ工事（壁天井の
クロス張り・床貼り・ガラスフィルム・ブラ
インド・カーテン）をしております。

---大切にされていることはありますか。
ご依頼者さんの暮らし、職場のお部屋が素敵に生まれ変われるよう、心をこ
めて安心の技術と信頼される人間性が当社の誇りで、常日頃から「後戻りの
無い施工」を心がけております。これからも、お客様の幸せ、従業者の幸せ
を共に追求し、関わる皆さんが幸せに暮らしていける様に尽力して参ります。

■ 住　所　〒573-1192 枚方市西禁野２-46-８
■ 電　話　072-849-4354　■ 定休日　日曜
■ 会議所会員HP…
　https://www.kocci-member.jp/detail?id=365432

会員事業所様へ　ビジマガや会議所情報サイトへの登録のお勧めをしています　登録無料
お問合せ　北大阪商工会議所　情報センター　電話：072-841-1200　メール：kcci@kocci.or.jp

ひらかたポイント協力店の最新情報はWEBから！
サイトではひらかたポイント協力店の情報などを随時発信しておりますのでチェックしてみてください！

「ひらかたポイント」は枚方市の運営するポイントサービスです。健康、長寿、子育てなど市の事業に参加するとポイント
がもらえます。 また市内の協力店でのお買い物100円に付き１ポイントが貯まります。貯まったポイントは協力店で
のお買い物１ポイントに付き１円として、また京阪バスポイントなどにも交換できます。

【ひらかたポイント事務局】 枚方市岡本町７番１号 枚方ビオルネ５階　TEL:072-841-0001（平日10:00～17:00）

常連のお客様にも積極的に使っていただい
ています。
ポイントを付けたときは、「〇〇ポイント
貯まってますよ！」とお声がけするように
しています。 果実沢正　沢井様

「季節のおススメの果物・野菜を販売しています。味などは、赤ハチの沢正大将に聞いてください！」「季節のおススメの果物・野菜を販売しています。味などは、赤ハチの沢正大将に聞いてください！」

北大阪商工会議所では中小企業への経営支援や会員の皆様を様々にサポートするサービス
ビジネスチャンスの拡大のお手伝いをいたします

当所では、よりきめ細かく企業様をサポートするため、多くの事業所様へ会員ご加入を呼びかけており
ます。お知り合い、お取引先で会議所未加入の事業所様がございましたら、是非ご紹介ください。

また、すでにご入会いただいております会員様で、代表者の変更、事業所の移転、連絡先の変更等がご
ざいましたら、総務部（TEL 072-843-5151）までご連絡ください。よろしくお願いいたします。

新規会員様を募集しております！新規会員様を募集しております！
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コース名 開始日 修了日 実施日 実施時間 1日時間数 総時間数 定員

はじめから学ぶ
簿記知識入門 令和３年10月１日 令和３年10月８日 10月１日（金）・４日（月）・

８日（金）

９時15分
～

16時00分
６ 18

30

建築図面作成のための
Jw_cad基礎講座 令和３年10月14日 令和３年10月28日 10月14日（木）・21日（木）・

28日（木） 15

３次元CAD入門 令和３年10月20日 令和３年11月10日 10月20日（水）・27日（水）
11月10日（水） 15

中小企業の総務・
経理の日常業務入門 令和３年10月25日 令和３年11月１日 10月25日（月）・29日（金）

11月１日（月） 30

機械図面作成のための
Auto CAD基礎講座 令和３年12月３日 令和３年12月17日 12月９日（木）・16日（木）・

23日（木） 15

３次元CAD入門 令和４年１月27日 令和４年１月14日 １月20日（木）・27日（木）
２月３日（木） 15

大阪大阪のの成長成長を支える、を支える、
「ものづくり」「ものづくり」・・「即戦力」「即戦力」の人財を育てる！の人財を育てる！

大阪府小規模事業経営支援事業　北大阪商工会議所　大阪府北大阪高等職業技術専門校活用事業

北大阪商工会議所では、北大阪高等職業技術専門校と連携し、製造業・建設業の従業員様の技術向上及び事務系従業員
様のスキルアップを目的とした人材育成講座を開催しております。貴社での人材育成に、ぜひ当講座をご活用ください。お
申込は専用ホームページからご入力ください。

会　場 …… 大阪府立北大阪高等職業技術専門校　大阪府枚方市津田山手２‒11‒40（地図等の詳細はHPに記載しております。）
　　　　　 TEL：072‒808‒2151　http://www.pref.osaka.jp/tc-kiosaka/top/ 
講　師 …… 上記専門校より選出 
参加費 …… 会員事業所　無料・非会員事業所　おひとり 10,000円 
持参物 …… ‌�各講座により、ご用意していただくものが変わりますので、ホームページにてご確認お願い致します。

お問合わせ：北大阪商工会議所　中小企業相談所指導課まで　TEL：072‒843‒5154

（令和３年度より、すべてインターネットからの申込みとさせていただいております。）
（１事業所２名まで、先着順になりますので、ご了承くださいませ。）

各講座の詳細及び受講申込みにつきましては、専用ホームページよりお申込みお願い致します。

（※インターネットの環境がない事業所様は、事務局までお電話ください。）

Googleで

https://www.shoko-gijutsu.jp/

 北大阪技専校活用事業技術訓練講座申込

左記の、URLにアクセスいただくか、

北大阪商工会議所ホームページのトップページからアクセスできます。

北大阪商工会議所

トップページの

 をクリックしてください。
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Stakeholders

エフエムひらかたへのお問合わせは ☎072-843-0081

地域ラジオ局「エフエムひらかた」（FM／77.9MHz）の
パーソナリティー、久保有美です。
毎週日曜17時49分からと木曜12時30分から、
「コマツ大阪工場提供　エコライフスクエア」を放送しています。
身近な環境問題について一緒に考えてみませんか。

「 レ ゴ 」
今回のテーマは、

※この内容は、令和３年７月11日、15日に「エフエムひらかた77.9」にて放送されたものです。

今回は未来を担う子供達のためのおもちゃ、玩
具業界でもすすむ環境保護のための改革について
お話ししましょう。皆が知っているブロック製造
会社のレゴ。

レゴは、デンマークの玩具会社で、1934年に
誕生。創業当初は木製玩具を製造していましたが、
1949年からは今では看板商品となっているプラ
スチック製玩具のブロックを製造開始しています。
このレゴが最近取り組んでいるのが、環境保護の
ための改革です。2015年、レゴの企業責任担当
部門を率いるティム・ブルックス氏は
「壊れることがほとんどなく、何世代にもわ
たって使い続けることができるレゴのブロック
は、これまでもずっと持続可能性をテーマとして
きた。これからはさらに環境保全と消費者のニー
ズに応える必要がある」と発表しました。そして
「Sustainable Materials Center（持続可能な素
材センター）」を設立し、１億5,500万ドルの投
資を行いました。現在ここでは100人以上の従業
員が、2030年までに完全にサステナブルな素材
を使った製品を開発すべく働いています。

市場調査会社の調査によると、世界ではクリス
マスの贈り物として玩具を買う人の47％が、持
続可能性に問題がある玩具は選ばないと答えてい
るとか。ということもあり、デンマークに本社が
あるレゴは、プラスチックを完全に使用しないの
ではなく、プラスチック自体を変えようとしてい
ますよ。

現在レゴのブロックの大半は、家電などにも
使用されている石油を原料とするABS樹脂が使
われています。現時点ではレゴのブロックのう
ち、環境に配慮されたサトウキビ由来のポリエチ
レンを使っているのは２％、ブロック約3,600個
に対し80個の割合にとどまっています。そのた

め素材については2030年までに、石油由来から
サステナブルな素材に転換することを宣言。その
第一歩として2018年、サトウキビからできたエ
タノール(バイオ由来プラスチック)製の「植物」
ブロックを採用していますよ。植物性ブロックは、
今のところ、レゴのブロック遊びでも植栽として
使う木や葉っぱ、植え込みなどに使われていますが、
従来のレゴブロックに比べ耐久性と固着性には欠け
ているようで、まだまだ開発が必要だそうです。

こういった点でも従来のレゴブロックと新たな
レゴブロックの違いを消費者に感じさせないよう
にしなければならないことは、技術的な挑戦と
なっています。従来のレゴブロックとの互換性を
保つために新しいレゴも強度、色の変わりにくさ、
固着度など、同様の物理的特性を持たせなければ
なりません。そんな中、レゴ社は石油由来のプラ
スチックではなく環境に配慮した素材を使った製
品やパッケージの開発を進めていて、６月下旬、
飲料用のペットボトルを再利用したブロックの試
作品を公開しました。

１リットルのペットボトル１本から平均で10個
分のブロックの原材料が確保できるということで、
研究チームは安全性や強度などの基準を満たすた
め何度もテストを繰り返したとしています。今後
は、製品化に向けてさまざまな色や形状のものに
ついて品質テストを重ね、2030年までにすべて
の製品をペットボトルや植物などを利用した持続
可能な素材を使って生産することを目指すとして
います。

レゴグループの環境担当の責任者、ティム・ブ
ルックス氏は「私たちの製品を遊び心を刺激する
だけでなく、使用する素材によっても、地球に良
い影響を与えるものにしたい」と話しています。

エコエコラライイフフススククエアエア
『エフエムひらかたFM77.9MHz』� コマツ大阪工場　提供



お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名

〈三菱〉ローザ（トランク付き）
定員24名

〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…

（例） チラシ／A4サイズ／片面カラー／1,000枚 ＠9.5円（税込10.45円）〜

https://www.daicolo.co.jp
大阪本社／〒573-1132 枚方市招提田近２-８ Tel.072-850-0771㈹　東京支社／札幌支店／仙台支店／名古屋支店／広島支店／福岡支店

072-867-3436ダイコロ株式会社 
大阪本社営業２課お気軽にお問い合わせください

印刷物・ノベルティ商品
制作キャンペーン

枚方・交野・寝屋川 エリア限定

ISO14001：2015 大阪本社・工場

・ヒアリング ・ご提案 ・撮影 ・編集 ・デザイン ・印刷 ・製本 ・配送
企画 デザイン 印刷・納品

企画からデザイン、印刷・納品まで
トータルにサポート！！

スクールアルバムで培った高品質印刷
ご満足いただけるデザインを提案
地域密着ならではのきめ細やかな対応

ダイコロなら
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会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  3,500会員3,500会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等3,600社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※‌�なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円

会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円

背表紙裏 38,500円

記事中 28,600円 14,300円 7,150円

枚方市尊延寺899-2

〒573-0152 大阪府枚方市藤阪中町11-30-103
TEL:072-850-3774　  FAX:050-3737-5016
E-mail:customer@nanpu-es.co.jp
HP:http://www.nanpu-es.co.jp/

建設業の許可　管工事業　大阪府知事許可（般-29）　第149150号　第一種フロン類充填回収登録事業者　大阪府知事　第3714号

光熱費削減でお困りの皆さま「冷凍サイクル」と言う科学の魔法で解決します！光熱費削減でお困りの皆さま「冷凍サイクル」と言う科学の魔法で解決します！

省エネルギー診断でエネルギーの「見える化」を省エネルギー診断でエネルギーの「見える化」を

株式会社楠風エナジーシステム

□ 省エネルギー診断
□ ヒートポンプシステムの設計・施工
□ 冷凍・冷蔵設備の設計・施工
□ 排熱・太陽熱システム設計・施工
□ 氷蓄熱・給湯システム設計・施工

〈
事
業
内
容
〉

千葉県市原刑務所
国立神戸視力障害センター

● 簡易省エネルギー診断実績 ●

肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生

営業時間
11：00～14：30
17：00～21：00

世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）
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発行所／北大阪商工会議所

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

1 位　医師が教える新型コロナワクチンの正体
	 内 海 　 聡 著(ユサブル ¥1,540)

2 位　どうしても頑張れない人たち
宮 口 幸 治 著(新潮社　 ¥792)

3 位　スマホ脳	 アンデシュ・ハンセン 著(新潮社 ¥1,078)

4 位　京大おどろきのウイルス学講義
宮 沢 孝 幸 著(PHP研究所 ¥1,023)

5 位　中国共産党　暗黒の百年史	
石 　 　 平 著(飛鳥新社 ¥1,540)

地域の統計

新規求人倍率

1.9
2.1
2.3

1.7
1.5
1.3
1.1
0.9
0.7

管内

大阪

全国

1.35

2.53

2.09

2.5
2.7
2.9
3.1

５月４月３月２月R３.１月R２.12月
管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率

1.0

1.2
1.4

0.8

0.6

0.4

全国
大阪

管内 0.61

1.10
1.09

1.41.4

1.6

1.8

2.0

５月４月３月２月R３.１月R２.12月

※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。６月末の人口
40万

30万

20万

10万

総人口 世帯数男 女

枚 方 市
398,287

191,011 207,276
182,971

20万

10万

総人口 世帯数男 女

寝屋川市229,276

110,780 118,496 111,147

10万

5万

総人口 世帯数男 女

交 野 市
77,346

37,304 40,042
33,278

2021年７月17日～ 2021年７月23日　㈱野村呼文堂　TEL.072-843-0221
ビジネス書ランキングビジネス書ランキングRanking
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